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﹁
民
俗
芸
能
﹂
と
﹁
雅
楽
﹂
の
間は
ざ
ま

—
—

静
岡
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽

寺　

内　

直　

子

は
じ
め
に

こ
の
論
文
は
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の
舞
楽
の
う
ち
、
子
供
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
稚
児
舞
楽
の
事
例
を
分

析
し
、
地
域
独
自
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
静
岡
浅
間
神
社
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
稚
児
舞
楽
に
焦
点
を
絞
る
。
こ

の
事
例
に
注
目
す
る
理
由
は
後
述
す
る
。

「
舞
楽
」
と
は
元
来
、
宮
中
や
皇
室
と
関
係
の
深
い
寺
社
で
演
じ
ら
れ
る
「
雅
楽
」
の
中
の
舞
踊
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
指
し
、
現
在
宮
内

庁
楽
部
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
最
も
正
統
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
宮
廷
楽
人
に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
舞
楽
を
便
宜
上
「
中
央
の
舞
楽
」
と
呼
ぶ
。
中
央
の
舞
楽
は
、
古
代
、
中
世
、

近
世
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
都
か
ら
離
れ
た
地
方
に
も
伝
播
し
一
、
民
俗
舞
踊
と
な
っ
て
、
地
元
の

法
会
・
祭
礼
な
ど
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
舞
踊
は
、
地
域
内
で
長
い
年
月
伝
承
さ
れ
る

間
に
舞
ぶ
り
や
伴
奏
音
楽
が
変
化
し
、
中
央
の
舞
楽
と
は
全
く
異
な
る
芸
態
に
変
容
し
て
い
る
。

し
か
し
、
曲
名
、
装
束
な
ど
に
わ
ず
か
に
残
る
中
央
の
舞
楽
と
の
類
似
点
か
ら
、
民
俗
芸
能
研
究

者
は
こ
れ
を
「
舞
楽
」
ま
た
は
（
中
央
の
舞
楽
と
区
別
し
て
）「
地
方
の
舞
楽
」
と
呼
ん
で
い
る
（
本

田
一
九
九
八
、
水
原
一
九
七
〇
、三
隅
一
九
七
〇
）。
地
方
の
舞
楽
に
は
、
稚
児
が
舞
う
も
の
と
大

人
が
舞
う
も
の
が
あ
る
。

図一　稚児舞楽の位置

稚児舞
地⽅の
舞楽

静岡浅間神社 稚児舞楽
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「
稚
児
」
は
法
会
・
祭
礼
で
化
粧
を
し
、
美
し
く
着
飾
っ
て
練
り
歩

い
た
り
、舞
を
舞
う
子
供
（
男
児
が
多
い
）
の
こ
と
で
あ
る
二
。
稚
児
が

舞
う
舞
踊
を
一
般
に
「
稚
児
舞
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
稚
児
舞
の

中
に
は
中
央
の
舞
楽
と
の
関
連
性
が
見
ら
れ
な
い
も
の
三
も
あ
る
（
図

一
）。
本
論
で
は
、
地
方
の
舞
楽
の
う
ち
、
稚
児
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ

る
も
の
を
「
稚
児
舞
楽
」
と
す
る
。
稚
児
舞
楽
は
山
形
、
新
潟
、
富
山
、

島
根
な
ど
に
も
現
存
す
る
。
静
岡
県
内
で
は
、
他
に
県
西
部
の
遠
州
森

町
の
小お

國ぐ
に

神
社
、
天あ

め

宮の
み
や

神
社
、
山や

ま

名な

神
社
で
も
同
様
の
芸
能
を
伝
承

し
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
地
方
の
舞
楽
と
中
央
の
舞
楽
と
の
関
連
性
は
、
主

と
し
て
「
太
平
楽
」「
納
曽
利
」
な
ど
の
曲
名
や
装
束
に
見
ら
れ
る
。

表
一
は
静
岡
県
下
の
静
岡
浅
間
神
社
、
小
國
神
社
、
天
宮
神
社
の
稚
児

舞
楽
の
伝
承
曲
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
宮
内
庁
の
そ
れ
と
一
致
も
し
く
は

類
似
し
た
曲
名
を
持
っ
て
い
る
四
。ま
た
、装
束
の
点
で
は
、鳥と

り

甲か
ぶ
と（

帽
子
）

（
小
國
神
社
、
天
宮
神
社
の
〈
太
平
楽
〉）、
鉾
、
太
刀
な
ど
の
武
具
（
三

社
の〈
振
鉾
〉〈
太
平
楽
〉な
ど
）が
、中
央
の
舞
楽
と
の
関
連
性
を
示
す
。

と
こ
ろ
が
、舞
ぶ
り
、音
楽
な
ど
の
実
態
は
両
者
で
は
大
き
く
隔
た
っ

て
い
る
。
特
に
、音
楽
の
点
で
は
、地
方
の
舞
楽
は
横
笛
、太
鼓
類
、金
属
製
打
楽
器（
鉦
な
ど
）の
三
種
類
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
一
般
的
で
、

雅
楽
器
の
篳
篥
や
笙
を
用
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
五
。
ま
た
、
横
笛
も
、
樺
巻
き
や
漆
塗
り
を
施
し
た
中
央
の
雅
楽
の
龍

り
ゅ
う

笛て
き

や
高こ

麗ま

笛ぶ
え

と

は
異
な
る
簡
易
な
作
り
で
、
太
鼓
も
雅
楽
の
楽が

く

太だ
い

鼓こ

で
は
な
く
神
社
な
ど
に
よ
く
あ
る
大
太
鼓
の
類
で
あ
る
六
。
歴
史
的
に
は
、
雅
楽
の
楽

表一　静岡県の稚児舞楽と宮内庁楽部の舞楽曲目比較

 静岡浅間神社 ⼩國神社 天宮神社 宮内庁楽部
振鉾（連舞） 連舞 延舞 振鉾（えんぶ）＊

式⾹（しきこう）＊ 式⾹（しきこう）＊ ［菩薩］（ぼさつ）＊
蝶の舞 庭胡蝶（ていこちょう）胡蝶（こちょう）（＊）
⿃の舞 ⿃名（ちょうな） 迦陵頻（かりょうびん）（＊）

太平楽 太平楽 太平楽 太平楽（たいへいらく）＊
新まっく 新靺鞨 新靺鞨（しんまか）＊

安摩 安摩＊ 安摩＊ 安摩（あま）＊
⼆の舞(＊) ⼆の舞＊ ⼆の舞＊ ⼆の舞（にのまい）＊
［陵王］ 陵王＊ 陵王＊ 陵王（りょうおう）＊

抜頭 抜頭 抜頭（ばとう）＊
納曽利 納蘇利（なっそり）＊ 納曽利＊ 納蘇利（なそり）＊
還城楽 還城楽（げんじょうらく）＊
［萬歳楽］ 萬歳楽（まんざいらく）＊
［延喜楽］ 延喜楽（えんぎらく）＊
［⻘海波］ ⻘海波（せいがいは）＊

 獅⼦伏（ししふせ）＊  獅⼦伏（ししふせ）＊ ［獅⼦］（しし）＊
［ ］＝ 廃絶 ＊＝⼤⼈の演舞
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器
が
製
作
さ
れ
、
流
通
し
て
い
る
関
西
中
心
部
や
江
戸
、
お
よ
び
一
部
の
地
方
の
大
都
市
で
な
け
れ
ば
雅
楽
の
楽
器
を
入
手
す
る
こ
と
は

困
難
だ
っ
た
の
で
、
自
然
と
、
地
域
で
生
産
で
き
る
簡
易
な
も
の
や
、
一
度
購
入
す
る
と
長
く
使
え
る
も
の
（
鉦
な
ど
）
が
定
着
す
る
の

は
必
至
で
あ
っ
た
。

民
俗
芸
能
研
究
の
分
野
で
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
都
の
遺
風
を
伝
え
る
珍
し
い
芸
能
と
し
て
地
方
の
舞
楽
の
芸
態
を
報
告
し
七
、
行

政
も
地
域
の
文
化
財
と
し
て
そ
の
価
値
を
認
定
し
て
い
る
八
。
し
か
し
、
他
の
民
俗
芸
能
と
同
様
に
、
地
方
の
舞
楽
は
幾
多
の
変
遷
を
経
、

近
現
代
に
復
興
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
地
方
の
舞
楽
を
「
復
興
」
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
た
研
究
は
少
な
い
。
本
稿
は
、
地
方
の
舞
楽
の

中
で
も
静
岡
浅
間
神
社
に
伝
わ
る
稚
児
舞
楽
を
取
り
上
げ
る
が
、そ
の
理
由
は
、他
地
域
と
異
な
り
、浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
が
近
代
以
降
、

宮
内
省
／
宮
内
庁
楽
部
の
雅
楽
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
復
興
・
維
持
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
中
央
の
雅
楽
と
の
関
わ
り
に
よ
っ

て
、静
岡
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
は
何
が
変
化
し
た
の
か
。
い
っ
た
い
、民
俗
芸
能
の
稚
児
舞
楽
な
の
か
、そ
れ
と
も
雅
楽
の
舞
楽
な
の
か
。

そ
の
芸
能
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
所
在
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

一
　
静
岡
浅
間
神
社
と
廿
日
会
祭
―
近
代
以
降
の
歴
史

静
岡
浅
間
神
社
は
、
静
岡
市
葵
区
宮
ヶ
崎
町
に
鎮
座
す
る
神
社
で
、
神か

ん

部べ

神
社
、
浅せ

ん

間げ
ん

神
社
、
大お

お

歳と
し

御み

祖お
や

神
社
（
旧
名
、
奈な

吾ご

屋や

神
社
）

の
三
社
か
ら
成
る
。
神
部
神
社
と
奈
吾
屋
神
社
は
式
内
社
で
あ
る
。
武
士
の
崇
敬
の
篤
い
神
社
で
、
中
世
に
は
今
川
氏
、
近
世
は
徳
川
氏

の
手
厚
い
保
護
を
受
け
た
。「
静
岡
浅
間
神
社
」
は
こ
の
三
社
を
総
称
す
る
名
称
で
あ
る
九
。
本
稿
で
は
三
社
含
め
て
、以
下
便
宜
的
に
「
浅

間
神
社
」
と
呼
ぶ
一
〇
。

江
戸
時
代
ま
で
の
浅
間
神
社
は
神
仏
習
合
で
、
古
図
に
よ
れ
ば
境
内
に
護
摩
堂
、
鐘
楼
、
三
重
塔
な
ど
仏
教
系
の
堂
宇
も
あ
っ
た
（
静

岡
市
歴
史
博
物
館　

二
〇
二
三
）
一
一
。
別
当
寺
に
建た

穂き
ょ
う

寺
（
安
倍
川
の
西
岸
、
明
治
以
降
廃
絶
）、
久く

能の
う

寺じ

（
日
本
平
の
東
麓
、
明
治
以
降

廃
絶
）
が
あ
っ
た
。
浅
間
神
社
と
別
当
寺
の
建
穂
寺
と
共
同
で
行
な
っ
て
い
た
年
中
行
事
の
一
つ
が
旧
暦
二
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
廿は

日つ
か

会え

で
あ
る
。
稚
児
舞
楽
は
廿
日
会
の
中
で
奉
納
さ
れ
た
舞
で
あ
る
。
廿
日
会
の
稚
児
舞
楽
の
最
古
の
記
録
は
京
都
の
公
家
・
山
科
言
継
の

三
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日
記
『
言と

き

継つ
ぐ

卿き
ょ
う

記き

』
の
記
述
と
さ
れ
る
。
静
岡
に
滞
在
し
て
い
た
言
継
が
、
弘
治
三
（
一
五
五
七
）
年
二
月
十
八
日
に
建
穂
寺
の
本
堂
で

稚
児
舞
を
見
た
と
い
う
。
演
目
に
つ
い
て
『
言
継
卿
記
』
に
は
、「
萬
歳
楽
、
延
喜
楽
、
陵
王
破
、
安
摩
、
太
平
楽
急
、
ゝ
ゝ
ゝ
三
番
有
之
」

と
あ
る
。
そ
の
後
、
浅
間
神
社
の
廿
日
会
で
も
（
こ
の
年
は
雨
天
の
た
め
廿
二
日
に
延
引
執
行
）
同
じ
演
目
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
を
言
継

は
記
し
て
い
る
（
同
、廿
二
日
条
）
一
二
。
静
岡
市
教
育
委
員
会
発
行
の
報
告
書
『
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
』（
以
下
、『
報
告
書
』

と
略
）
で
は
、
も
と
も
と
建
穂
寺
の
年
中
行
事
で
奉
仕
さ
れ
て
い
た
稚
児
に
よ
る
舞
楽
が
、
浅
間
神
社
で
も
奉
納
さ
れ
、
年
中
行
事
と
し

て
定
着
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
六
六
頁
）。
稚
児
舞
楽
の
稚
児
は
現
在
、
静
岡
市
内
の
浅
間
神
社
の
氏
子
の
小
学
生
四
人
が
選
ば

れ
る
が
、〈
二
ノ
舞
〉
の
舞
人
は
現
在
で
も
建
穂
地
区
の
大
人
が
二
人
奉
仕
し
て
い
る
。
ま
た
、
廿
日
会
は
、
神
社
に
お
け
る
神
事
や
稚

児
舞
楽
奉
納
の
他
に
、駿
府
城
下
の
各
町
で
出
す
「
踟ね

り

」（
山
車
）
の
曳
行
が
街
中
で
展
開
さ
れ
、町
人
の
祭
り
と
し
て
の
意
義
も
大
き
い
。

ち
な
み
に
、
も
う
一
つ
の
別
当
寺
の
久
能
寺
か
ら
は
、
浅
間
神
社
の
三
月
の
桃
華
会
に
菩
薩
舞
が
奉
納
さ
れ
た
と
伝
わ
る
が
一
三
、
現
在
こ

の
伝
承
は
絶
え
て
い
る
。

『
報
告
書
』
に
よ
っ
て
近
代
の
廿
日
会
と
稚
児
舞
楽
の
経
緯
を
た
ど
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
踟
を
伴
う
廿
日
会
は
明
治
維
新
の
混

乱
や
、
稚
児
舞
楽
を
差
配
し
て
い
た
建
穂
寺
が
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
焼
失
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
明
治
四
、五
年
か
ら
中
断
し

た
（
一
三
三
頁
）。
中
断
し
て
い
る
最
中
の
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
に
、
当
時
、
浅
間
神
社
の
祠
官
だ
っ
た
大
井
菅す

が

麿ま
ろ

（
一
八
三
六

〜
一
九
一
〇
頃
）
は
稚
児
舞
楽
の
中
断
を
惜
し
み
、「
二
十
日
会
祭
稚
児
人
名
録
」
を
作
り
、
旧
儀
を
簡
略
に
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
の

中
に
「
振
舞
」「
万
歳
楽
」「
延
喜
楽
」「
青
海
波
」「
太
平
楽
」「
還
城
楽
」「
安
摩
」「
二
の
舞
」「
陵
王
」「
納
蘇
利
」
の
文
字
が
見
え
る
。

ま
た
、
旧
幕
府
の
紅
葉
山
楽
人
の
東
儀
弘
長
（
音
和
）（
一
八
三
三
―
一
八
八
七
）
一
四
と
相
談
し
て
、
旧
幕
府
の
絵
師
の
狩
野
寿
信
に
頼
ん

で
こ
れ
ら
の
楽
曲
の
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
故
実
な
ど
も
書
き
添
え
て
神
庫
に
納
め
、
毎
年
二
月
二
十
日
に
神
前
に
備
え
る
こ
と
に
し
た
、

と
も
書
い
て
い
る
（『
報
告
書
』
二
七
一
頁
）
一
五
。

廿
日
会
は
「
浅
間
祭
」
一
六
と
名
称
を
変
え
て
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
に
復
活
し
た
。
日
に
ち
は
新
暦
の
四
月
五
日
に
改
め
ら
れ
た
。

こ
の
時
復
興
さ
れ
た
の
は
、〈
振
鉾
〉〈
萬
歳
楽
〉〈
還
城
楽
〉〈
納
曽
利
〉〈
安
摩
・
二
ノ
舞
〉〈
太
平
楽
〉
で
、
舞
の
指
導
は
建
穂
寺
の
最

四
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後
の
住
職
で
明
治
以
後
神
官
と
な
っ
た
建
穂
俊
雄
だ
っ
た
（
一
三
三
、一
三
四
頁
）。
こ
の
復
興
の
様
子
は
、
大
井
菅
麿
（
当
時
、
遠
州
の

井い

伊い
の

谷や

宮ぐ
う

宮
司
）
も
見
学
し
て
お
り
、
日
記
に
記
述
を
残
し
て
い
る
（
明
治
廿
七
年
四
月
五
日
条
）
一
七
。

一　

午
後
二
時
頃
ヨ
リ
御
宮
へ
参
詣
ス
。
花
ハ
昨
月
三
十
日
頃
ヨ
リ
一
日
頃
満
開
ノ
由
ニ
而
、
時
今
ハ
盛
過
申
候
。
扨
、
本
日
、
廿

日
会
祭
礼
ヲ
旧
復
シ
テ
執
行
ニ
付
、
町
方
ネ
リ
モ
今
暁
安
倍
川
ニ
至
り
、
同
地
迄
チ
ゴ
ノ
輿
ヲ
廻
シ
、
ネ
リ
物
ヲ
行
烈
ニ
加
へ
、
御

社
ハ
、
一
社
須
ネ
リ
込
申
候
。
舞
台
前
へ
楽
屋
ヲ
取
立
申
候
。
扨
、
先
神
事
執
行
。
其
次
第
ハ
前
ニ
祓
式
ヲ
済
シ
、
夫
ヨ
リ
奏
楽
、

夜
半
楽
ニ
而
御
両
社
開
扉
、
献
饌
、
大
歳
御
祖
神
社
ノ
献
供
ハ
大
拝
殿
ノ
内
へ
致
ス
。
夫
ヨ
リ
三
浦
宮
司
祝
詞
。
次
ニ
小
松
原
知
事
、

大
拝
殿
へ
出
、
両
社
へ
玉
串
一
本
上
ラ
レ
申
候
。
次
、
徳
川
従
一
位
公
、
同
厚
君
、
大
拝
殿
へ
出
、
玉
串
一
本
ツ
ゝ
上
ラ
レ
、
又
御

初
穂
ハ
前
ニ
備
ら
れ
申
候
。
夫
ヨ
リ
、
徳
川
公
、
知
事
公
等
回
廊
ニ
而
舞
楽
見
物
セ
ラ
レ
タ
リ
。（
中
略
）
舞
人
ハ
野
崎
ノ
子
供
両
人
、

池
重
ノ
子
一
人
、
萩
原
ノ
子
壱
人
出
、
管
方
ハ
東
儀
、
八
幡
、
山
田
、
拍
子
ハ
建
穂
ノ
由
躰
ニ
、
舞
人
も
能
覚
、
裁
体
宜
敷
一
段
ノ

事
ナ
リ
。（
後
略
）（
句
読
点
恣
意
、
傍
線
引
用
者
）

右
の
記
述
に
よ
る
と
、
徳
川
慶
喜
や
県
知
事
も
神
事
に
出
席
し
、
そ
の
後
稚
児
舞
楽
を
見
学
し
た
こ
と
が
わ
か
る
一
八
。
舞
人
と
し
て
は
、

四
人
の
子
供
の
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
（
傍
線
部
）、『
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
野
崎
鐐
一
、
萩
原
四
郎
平
（
以
上
、
大
稚
児
）、

野
崎
縫
江
、
野
崎
真
司
（
以
上
、
小
稚
児
）
と
さ
れ
る
（
二
七
二
頁
）。「
管
方
」
す
な
わ
ち
稚
児
舞
楽
の
伴
奏
者
は
東
儀
春
太
郎
、
八
幡

清
雄
、
山
田
静
江
、
建
穂
俊
雄
で
あ
る
。
現
在
の
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
は
多
数
の
演
奏
者
に
よ
っ
て
雅
楽
の
楽
器
を
用
い
て
伴
奏
す
る

が
、復
活
当
時
は
わ
ず
か
四
人
で
伴
奏
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
述
に
は
楽
器
の
記
載
は
な
い
が
、大
井
菅
麿
の
日
記
に
よ
れ
ば
、

雅
楽
の
練
習
や
奏
楽
で
山
田
、
八
幡
は
笛
、
東
儀
は
篳
篥
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
右
の
稚
児
舞
楽
は
笛
二
管
と
篳
篥
一
管
、
も
し
く
は

笛
三
管
に
建
穂
の
鞨
鼓
と
楽
太
鼓
一
九
で
伴
奏
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
二
〇
。

『
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
建
穂
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
亡
く
な
り
、
同
三
二
年
か
ら
は
、
復
興
時
に
大
稚
児
を
務
め
た
野

五
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崎
鐐
一
が
若
干
十
八
歳
で
師
範
に
な
り
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
の
長

き
に
わ
た
り
稚
児
舞
楽
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
た
だ
し
、
野
崎
が
指
導
者
に
な
っ

た
時
か
ら
、〈
萬
歳
楽
〉
と
〈
延
喜
楽
〉
は
舞
わ
な
く
な
っ
た
（
一
三
七
、一
七
三

頁
）。
野
崎
の
引
退
後
は
、
浅
間
神
社
の
神
官
が
引
き
継
い
で
指
導
に
当
た
っ
て
お

り
、
現
在
の
福
島
麗
司
氏
で
神
職
の
師
範
と
し
て
は
七
代
目
に
当
た
る
（
一
四
九

〜
一
五
〇
頁
）。
稚
児
の
四
人
は
年
長
の
大
稚
児
二
人
と
年
少
の
小
稚
児
二
人
に
分

け
ら
れ
る
が
、
明
治
二
七
年
復
興
時
の
大
稚
児
は
概
ね
現
在
の
中
学
生
、
小
稚
児

は
小
学
校
高
学
年
に
相
当
す
る
年
齢
で
あ
っ
た
（
一
三
五
頁
）。
現
在
の
稚
児
は
そ

れ
よ
り
二
、三
歳
年
少
の
児
童
か
ら
選
ば
れ
る
。
稚
児
は
単
に
舞
楽
を
舞
う
だ
け
で

な
く
、
神
聖
な
存
在
と
し
て
赤
い
着
物
を
着
せ
ら
れ
、
化
粧
を
施
さ
れ
、
輿
に
乗

せ
ら
れ
て
、
市
内
の
一
定
の
ル
ー
ト
を
練
り
歩
い
た
後
、
浅
間
神
社
に
入
る
。

二
　
現
在
の
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
楽
―
―
音
楽
と
舞
踊
の
特
徴

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
〈
振
鉾
〉〈
納
曽
利
〉〈
安
摩
・
二

ノ
舞
〉〈
還
城
楽
〉〈
太
平
楽
〉に
つ
い
て
二
一
、舞
の
所
作
と
音
楽
を
考
察
す
る
。
ま
た
、

参
考
ま
で
に
宮
内
庁
楽
部
の
舞
楽
の
演
じ
方
も
併
記
す
る
。
稚
児
舞
楽
と
宮
内
庁

の
舞
楽
の
簡
略
な
比
較
は
表
二
に
ま
と
め
た
の
で
、適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。考
察
は
、

『
報
告
書
』
の
「
現
行
の
芸
態
」（
一
七
五
〜
一
八
〇
頁
）
と
「
稚
児
舞
の
音
楽
的

特
質
」（
一
九
一
〜
一
九
六
頁
）、お
よ
び
、筆
者
が
実
際
に
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
入
手
し
た
稚
児
舞
の
練
習
、
祭
礼
当
日
の
演
技
の
記
録
、
関
係
者
へ
の
イ
ン

表二　静岡浅間神社稚児舞楽の装束と音楽
曲名 人数 装束 音楽 参考（宮内庁楽部）

振鉾 2
茶色袍、天冠（左桜、
右山吹）

小乱声（龍笛退吹、太
鼓）

袍（左赤、右緑）、左新
楽乱声、右高麗乱声

納曽利 1
毛縁裲襠（青）、天冠（
山吹）、右手にバチ

納曽利急（但、龍笛用
に編曲、基本リズム）

納曽利破、急、面あり

安摩 2
半臂、天冠（桜）、右
手に笏

基本リズム

ニノ舞 2
大人（赤い衣と袴）、
面、右手にバチ

ニノ舞の囃子、龍笛（独
自の旋律とリズム）

還城楽 1
毛縁裲襠（赤）、天冠（
山吹）、右手にバチ、
蛇の作り物

還城楽（但、基本リズ
ム）

還城楽（只拍子または
夜多良拍子）、面あり

太平楽 2
毛縁裲襠（赤）、天冠（
桜）、鉾、太刀

太平楽急（但、基本リ
ズム）

甲、鎧など固有の装束
、太平楽（道行、破、急）

襲装束、安摩（雑面）、
二ノ舞（笑面、腫面）、陵
王乱序、鹿婁、安摩乱
声

六
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タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
基
づ
く
二
二
。

二
―
一
　
振
鉾

茶
色
の
袍
を
着
た
二
人
の
稚
児
が
鉾
を
持
ち
、舞
う
。
雅
楽
で
は
、通
常
大
人
が
舞
う
舞
楽
を
子
供
が
舞
う
場
合
「
童

わ
ら
べ
ま
い

舞／
ど
う
ぶ」

と
言
い
、

童
舞
の
装
束
は
大
人
の
装
束
の
形
そ
の
ま
ま
に
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し
た
も
の
を
着
用
す
る
。
頭
部
に
は
面
や
甲か

ぶ
とで

は
な
く
天
冠
と
挿か

ざ
し頭

を

着
け
る
。
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
で
も
、
稚
児
は
全
て
の
演
目
を
天
冠
に
挿
頭
で
舞
う
。〈
振
鉾
〉
の
稚
児
は
一
方
は
天て

ん

冠か
ん

に
桜
の
花
、
他

方
は
山
吹
の
花
を
挿
す
。
桜
は
大
稚
児
、
山
吹
は
小
稚
児
が
着
用
す
る
。〈
振
鉾
〉
は
、
鉾
を
右
下
→
左
下
→
左
上
→
右
上
と
輪
を
描
く
よ

う
に
回
す
所
作
、
鉾
の
先
端
を
右
下
に
傾
け
る
所
作
、
顔
を
左
に
向
け
る
（
左
見
）、
右
に
向
け
る
（
右
見
）
な
ど
の
所
作
を
組
み
合
わ
せ
、

基
本
型
を
作
る
。
輪
を
描
く
よ
う
に
回
す
所
作
は
、
宮
内
庁
の
〈
振
鉾
〉
で
も
似
た
動
作
が
あ
る
。
こ
の
基
本
型
を
、
正
面
向
き
、
向
か

い
合
わ
せ
、
一
方
が
正
面
向
き
／
他
方
が
背
面
向
き
、
対
角
線
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
隊
形
、
位
置
で
行
う
。
音
楽
は
雅
楽
の
〈
小こ

乱ら
ん

声じ
ょ
う〉

の
前
半
二
三
を
複
数
の
龍
笛
の
退

お
め
り

吹ぶ
き

二
四
で
行
う
。
太
鼓
は
舞
の
動
作
を
見
計
っ
て
打
つ
。〈
小
乱
声
〉は
通
常
龍
笛
の
独
奏（
＋
太
鼓
と
鉦
鼓
）

で
演
奏
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
複
数
管
の
退
吹
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

宮
内
庁
の
〈
振
鉾
〉
で
は
、
左
方
の
舞
人
は
赤
、
右
方
の
舞
人
は
緑
の
袍
を
着
し
、
頭
部
に
鳥
甲
を
被
る
。
左
方
舞
人
が
ま
ず
第
一
節

を
舞
い
（
伴
奏
は
龍
笛
と
太
鼓
、
鉦
鼓
に
よ
る
〈
新し

ん

楽が
く

乱ら
ん

声じ
ょ
う〉）、

次
に
右
方
舞
人
が
第
二
節
を
舞
い
（
伴
奏
は
高
麗
笛
と
太
鼓
、
鉦
鼓
に

よ
る
〈
高こ

ま
ら
ん
じ
ょ
う

麗
乱
声
〉）、
第
三
節
で
左
右
舞
人
が
同
時
に
舞
う
（〈
新
楽
乱
声
〉
と
〈
高
麗
乱
声
〉
を
同
時
に
演
奏
）
二
五
。

二
―
二
　
納
曽
利

青
色
の
毛
縁
の
裲

り
ょ
う

襠と
う

装
束
を
つ
け
、
右
手
に
バ
チ
を
持
つ
舞
人
が
一
人
で
舞
う
。
装
束
は
概
ね
舞
楽
の
〈
納
曽
利
〉
の
装
束
を
子
供
の

サ
イ
ズ
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
舞
の
振
り
付
け
は
、「
右
足
を
前
に
出
し
て
立
て
る
と
同
時
に
右
手
を
下
か
ら
出
し
上
に
回
し
て
か
ら
、

足
と
手
を
同
時
に
引
っ
込
め
る
」、「
左
足
と
左
手
も
同
様
に
す
る
」「
両
手
を
広
げ
て
前
方
に
飛
び
、
方
向
を
変
え
る
」「
跪
い
て
バ
チ
を

七
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え
る
と
、〈
振
鉾
〉
と
〈
二
ノ
舞
〉
以
外
の
大
半
の
曲
で
用
い
ら
れ
る
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

宮
内
庁
の〈
納
曽
利
〉は
二
人
舞
で
、「
破
」と「
急
」の
楽
章
か
ら
成
る
。
舞
人
は
面
を
着
け
る
。
稚
児
舞
楽
の「
右
手
を
下
か
ら
上
に
回
す
」

な
ど
の
動
作
は
、
宮
内
庁
の
〈
納
曽
利
〉
の
中
の
動
作
と
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
全
般
的
に
は
舞
踊
の
点
で
中
央
の
舞
楽
と
あ
ま

り
類
似
性
が
な
い
。

二
―
三
　
安
摩
、
二
ノ
舞

〈
安
摩
〉
と
〈
二
ノ
舞
〉
は
続
け
て
演
じ
ら
れ
る
。

〈
安
摩
〉
の
装
束
は
、概
ね
襲

か
さ
ね

装
束
を
着
用
す
る
舞
楽
の
〈
安
摩
〉
の
も
の
に
準
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、袍ほ

う

は
省
き
、半は

ん

臂ぴ

を
身
に
つ
け
、

頭
部
は
天
冠
・
挿
頭
、
手
に
笏
を
持
つ
。
稚
児
二
人
が
舞
う
。
所
作
は
、「
左
足
披
き
両
手
大
き
く
回
し
て
、
右
足
寄
せ
（
左
に
寄
る
）」、

「
右
足
披
き
両
手
大
き
く
回
し
て
、
両
足
披
い
た
ま
ま
落
居
」、「
落
居
の
ま
ま　

左
見
、
右
見
、
左
足
寄
せ
（
右
に
寄
る
）」
の
一
連
の
動

譜一　静岡浅間神社稚児舞楽の
「基本リズム」

後
ろ
か
ら
大
き
く
回
し
、
前
の
床
に
つ
け
て
、
ま
た
戻
す
」
な
ど
基
本
と
な
る
動
作
が
い
く

つ
か
あ
り
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
、
位
置
で
行
う
。

音
楽
は
、
現
行
の
雅
楽
の
高
麗
楽
〈
納な

曽そ

利り
の

急き
ゅ
う〉

を
用
い
る
。
高
麗
楽
は
本
来
な
ら
ば
、

高
麗
笛
、
篳
篥
、
太
鼓
、
鉦
鼓
、
三
ノ
鼓
で
演
奏
す
る
が
、
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
で
は
、

高
麗
笛
は
龍
笛
で
代
用
し
二
六
、三
ノ
鼓
も
鞨
鼓
で
代
用
す
る
な
ど
、
変
更
を
加
え
て
い
る
。
ま

た
、
太
鼓
と
鞨
鼓
は
一
人
の
演
奏
者
が
受
け
持
つ
。
リ
ズ
ム
は
洋
楽
の
四
拍
を
一
小
節
に
し

た
譜
一
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
型
が
繰
り
返
し
打
た
れ
る
。
こ
れ
を
仮
に「
基
本
リ
ズ
ム
」と
呼
ぶ
。

舞
の
練
習
で
は
、「
ド
ン
、
コ
ー
ン
」
な
ど
と
口
で
唱

し
ょ
う

歌が
二
七
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。「
基
本
リ

ズ
ム
」
は
雅
楽
の
〈
陵

り
ょ
う

王お
う

乱ら
ん

序じ
ょ

〉
二
八
の
太
鼓
と
鞨
鼓
の
リ
ズ
ム
に
似
て
お
り
、浅
間
神
社
の
稚

児
舞
楽
で
は
〈
納
曽
利
〉
の
ほ
か
、〈
安
摩
〉〈
還
城
楽
〉〈
太
平
楽
〉
で
も
用
い
る
。
言
い
換

稚児舞楽の「基本リズム」
1 2 3 4

鞨鼓 ▲ 　　▲ ▲
太鼓 ● ●
唱歌 ドン コーン ド　コ コン

〈陵王乱序〉のリズム
1 2 3 4

鞨鼓 ▲ 　　▲ ▲
太鼓 ● ● ● ●

太鼓は1拍目が強く順次音量を下げる
八
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譜二　「二ノ舞の囃子」

作
を
基
本
型
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
向
き
、
位
置
で
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
途
中
で
笏
を
腰
の
後

ろ
に
挿
し
、
ま
た
基
本
型
を
何
回
か
演
じ
た
後
、
再
び
笏
を
持
つ
。
音
楽
は
前
述
の
、
鞨
鼓

と
太
鼓
の
「
基
本
リ
ズ
ム
」
の
み
で
伴
奏
す
る
。
最
後
の
方
で
は
、「
顔
を
左
に
向
け
、
右
足

を
上
げ
て
前
方
に
飛
ぶ
」、「
左
足
を
あ
げ
て
体
を
右
に
捻
っ
て
飛
ぶ
」、
そ
の
逆
、
な
ど
の
動

作
を
い
く
つ
か
の
方
向
と
位
置
で
行
う
。
こ
の
間
、
太
鼓
が
稚
児
の
動
き
に
合
わ
せ
て
見
計

ら
い
で
一
拍
ず
つ
打
つ
。

〈
安
摩
〉
の
稚
児
が
向
か
い
合
わ
せ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
太
鼓
が
四
拍
打
た
れ
、
音

楽
が
譜
二
の
よ
う
に
変
わ
る
。
こ
れ
を
仮
に
「
二
ノ
舞
の
囃
子
」
と
呼
ぶ
。
赤
い
衣
・
袴
と

面
を
着
け
た
〈
二
ノ
舞
〉
の
舞
人
二
人
（
大
人
）
が
登
場
す
る
二
九
。
手
に
は
雅
楽
の
太
鼓
の

バ
チ
の
よ
う
に
、
先
端
が
球
状
の
バ
チ
を
持
っ
て
い
る
。
稚
児
の
周
り
を
、
腰
を
屈
め
て
舞

台
の
端
に
沿
う
よ
う
に
歩
き
な
が
ら
、
稚
児
の
顔
や
観
客
の
方
を
覗
き
込
む
よ
う
な
滑
稽
な

仕
草
を
す
る
。こ
の
間
も
稚
児
は
舞
い
続
け
る
。全
体
の
テ
ン
ポ
は
次
第
に
速
く
な
っ
て
い
く
。

宮
内
庁
の
〈
安
摩
〉〈
二
ノ
舞
〉
は
、〈
安
摩
〉
の
最
後
に
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
〈
二
ノ
舞
〉

の
舞
人
が
登
場
し
、〈
安
摩
〉
の
真
似
を
し
て
滑
稽
な
仕
草
を
行
う
。〈
安
摩
〉
は
「
雑ぞ

う

面め
ん

」

と
い
う
、
丸
や
三
角
で
顔
を
描
い
た
布
面
、〈
二
ノ
舞
〉
は
一
方
が
咲え

み

面め
ん

、
他
方
が
腫は

れ

面め
ん

と
い

う
木
製
の
面
を
着
け
る
。〈
安
摩
〉〈
二
ノ
舞
〉
の
音
楽
は
他
の
舞
楽
と
異
な
り
、〈
陵
王
乱
序
〉

（
太
鼓
、
鞨
鼓
、
鉦
鼓
と
笛
の
追お

い

吹ぶ
き

三
〇
）
も
し
く
は
〈
安
摩
乱
声
〉（
太
鼓
、
鞨
鼓
、
鉦
鼓
と

笛
の
退
吹
）、
打
楽
器
の
み
、
な
ど
で
伴
奏
す
る
。
無
音
で
舞
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
。〈
陵
王

乱
序
〉
と
〈
安
摩
乱
声
〉
は
、
前
者
は
龍
笛
が
拍
節
の
あ
る
追
吹
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者

は
龍
笛
が
非
拍
節
的
な
退
吹
を
す
る
点
が
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
打
楽
器
は
譜
一
の
〈
陵
王

「二ノ舞の囃子」笛の指穴と唱歌は東儀和太郎作成譜に基づく（『報告書』p. 196）
拍 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
笛（指孔）五　 〒〃 五　 〒〃 五　 〒〃 五　 上 六 - 〃 -

　（音高）f e〃 f e〃 f e〃 f g d - 〃 -

（唱歌） タ ロホ ラ ロホ ラ ロホ ラ リ ト ヲ ホ ヲ
太鼓 ● ●● ● ●● ● ●● ● ● ● ● ● ●

拍 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
笛（指孔）夕　 中　　〃 夕　　　中　　〃 六 中　 夕中　六  -

　（音高）a       b   〃 a   b   〃 d’  b’ a’ b’ d’   -

（唱歌） ツ ロ ホ ツ ロ ホ チ ラ ルラ リ イ
太鼓 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ●● ● ●

九
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乱
序
〉
の
リ
ズ
ム
を
用
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

本
来
の
舞
楽
〈
安
摩
〉〈
二
ノ
舞
〉
で
使
わ
れ
る
〈
陵
王
乱
序
〉
に
似
た
「
基
本
リ
ズ
ム
」
が
、
浅
間
神
社
稚
児
舞
楽
の
〈
安
摩
〉
で

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、元
の
伴
奏
音
楽
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、こ
の
リ
ズ
ム
が
、そ
の
他
の〈
納
曽
利
〉〈
還

城
楽
〉〈
太
平
楽
〉
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
の
比
較
的
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
印
象
的
な
リ
ズ
ム
型
に
、
伴

奏
音
楽
全
般
（
の
リ
ズ
ム
）
が
収
斂
・
単
純
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
二
ノ
舞
の
囃
子
」
は
軽
快

な
リ
ズ
ム
の
短
い
旋
律
を
何
回
も
繰
り
返
し
、
雅
楽
と
は
異
な
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
お
り
、
別
の
起
源
を
持
つ
音
楽
と
考
え
ら
れ
る
。
譜

二
に
表
し
た
二
行
の
旋
律
を
何
回
も
繰
り
返
す
。

二
―
四
　
還
城
楽

〈
還
城
楽
〉
は
、
赤
い
毛
縁
の
裲
襠
装
束
に
天
冠
の
稚
児
が
右
手
に
バ
チ
を
持
ち
、
一
人
で
舞
う
。
舞
台
中
央
に
蛇
の
作
り
物
が
置
か

れ
、
稚
児
は
し
ば
ら
く
そ
の
周
囲
を
周
り
、
途
中
で
蛇
を
見
な
が
ら
左
右
に
飛
ぶ
仕
草
を
挟
む
。
こ
の
仕
草
は
宮
内
庁
舞
楽
〈
還
城
楽
〉

の
「
鹿ろ

く
ろ婁

」（
後
述
）
の
部
分
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
後
半
で
蛇
を
左
手
に
掴
み
取
り
、
舞
台
右
斜
め
前
方
、
左
斜
め
後
方
、
左
斜
め

前
方
、
右
斜
め
後
方
に
向
け
て
両
手
を
高
く
掲
げ
る
仕
草
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
舞
楽
〈
還
城
楽
〉
の
中
に
類
似
し
た
部
分
が
あ
る
（
無
音

で
舞
わ
れ
る
）。
同
じ
動
作
は
さ
ら
に
、
正
面
中
央
の
位
置
、
正
面
か
ら
右
に
ず
れ
た
位
置
、
正
面
か
ら
左
に
ず
れ
た
位
置
で
も
行
わ
れ
る
。

音
楽
は
、「
基
本
リ
ズ
ム
」
を
用
い
、
雅
楽
の
〈
還
城
楽
〉
の
最
初
の
八
小
節
分
（
返

か
え
し

付づ
け

の
前
ま
で
）
を
、
楽が

く

拍び
ょ
う

子し

（
洋
楽
の
四
分
の
四

拍
子
に
当
た
る
）
で
く
り
返
し
演
奏
す
る
。
途
中
、
稚
児
が
蛇
を
見
な
が
ら
左
右
に
飛
ぶ
仕
草
（
一
回
目
）
の
時
は
、
太
鼓
・
鞨
鼓
の
「
基

本
リ
ズ
ム
」
の
み
で
伴
奏
す
る
。
ま
た
、蛇
を
掴
ん
だ
後
に
、前
方
や
後
方
向
き
に
両
手
を
高
く
掲
げ
る
部
分
は
、非
拍
節
的
な
リ
ズ
ム
で
、

稚
児
の
動
作
を
見
計
ら
い
な
が
ら
太
鼓
が
打
た
れ
る
。

宮
内
庁
の
〈
還
城
楽
〉
で
は
、
舞
人
は
赤
い
厳
し
い
面
を
つ
け
、
赤
い
毛
縁
の
裲
襠
装
束
で
舞
う
。
右
手
に
は
バ
チ
を
持
つ
。
途
中
で

蛇
を
み
て
左
右
に
飛
ぶ
仕
草
が
あ
る
。
後
半
で
は
蛇
を
左
手
に
持
っ
て
舞
う
。
舞
人
の
登
場
時
は
〈
陵
王
乱
序
〉、退
場
時
は
〈
安
摩
乱
声
〉

一
〇
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が
用
い
ら
れ
る
。
蛇
を
見
て
左
右
に
飛
ぶ
部
分
で
は
、打
楽
器
は「
鹿
婁
」と
い
う
二
拍
か
ら
成
る
特
殊
な
リ
ズ
ム
型
を
用
い
る
。〈
還
城
楽
〉

の
当
曲
（
舞
の
中
心
部
分
）
は
通
常
、
四
分
の
六
拍
子
（「
只た

だ

拍び
ょ
う

子し

」
と
い
う
）
も
し
く
は
四
分
の
五
拍
子
（「
夜や

多た

良ら

拍び
ょ
う

子し

」
と
い
う
）

で
演
奏
さ
れ
る
。

現
行
、
浅
間
神
社
の
〈
還
城
楽
〉
は
、
登
場
楽
の
〈
陵
王
乱
序
〉
に
似
た
「
基
本
リ
ズ
ム
」
を
そ
の
ま
ま
続
け
、
そ
こ
に
〈
還
城
楽
〉

当
曲
の
冒
頭
の
旋
律
を
四
分
の
四
拍
子
に
直
し
て
、く
り
返
し
使
う
と
い
う
編
曲
に
な
っ
て
い
る
。
楽
器
は
、現
行
の
舞
楽
と
同
様
に
、笙
、

篳
篥
、
龍
笛
、
鞨
鼓
、
太
鼓
、
鉦
鼓
を
用
い
る
（
鉦
鼓
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）。

二
―
五
　
太
平
楽

赤
い
毛
縁
の
裲
襠
装
束
に
天
冠
姿
の
稚
児
二
人
が
舞
う
。
鉾
を
持
っ
て
舞
台
に
登
場
す
る
が
、
す
ぐ
に
鉾
を
置
い
て
舞
う
。「
左
足
披ひ

ら
く、

右
足
寄よ

せ

（
左
足
に
つ
け
る
）」「
右
足
二
回
上
げ
る
」「
両
手
披
、
右
手
左
腰
に
付
け
、
右
手
右
腰
に
付
け
、
左
手
面
前
に
伏
せ
る
」
動
作

が
頻
出
す
る
基
本
型
で
、
そ
の
左
右
反
転
型
も
よ
く
使
わ
れ
る
。
途
中
で
太
刀
を
抜
く
が
、
右
手
に
太
刀
を
持
っ
た
ま
ま
、
基
本
型
の
動

作
を
行
う
。
移
動
す
る
時
は
、
太
刀
と
手
を
大
き
く
上
に
上
げ
て
、
体
を
左
右
に
交
互
に
傾
け
な
が
ら
歩
く
。
太
刀
を
納
め
た
後
は
鉾
を

と
り
、「
一
歩
出
て
足
を
開
き
、
落
居
」
と
い
う
型
を
く
り
返
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
か
ら
少
し
ず
つ
出
口
に
向
か
っ
て
進
み
、
退
場
す
る
。

音
楽
は
「
基
本
リ
ズ
ム
」
を
用
い
、
稚
児
が
登
場
し
て
所
定
の
位
置
に
つ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
雅
楽
の
〈
太
平
楽
急
（
合が

っ

歓か

塩え
ん

）〉
の
冒
頭

の
八
小
節
の
旋
律
を
「
基
本
リ
ズ
ム
」
に
重
ね
る
。
こ
の
旋
律
は
一
回
演
奏
す
る
ご
と
に
四
小
節
休
み
を
入
れ
（
こ
の
間
は
太
鼓
・
鞨
鼓

の
「
基
本
リ
ズ
ム
」
の
み
）、
く
り
返
し
演
奏
さ
れ
る
。
編
成
は
笙
、
篳
篥
、
龍
笛
、
鞨
鼓
、
太
鼓
、
鉦
鼓
で
あ
る
。

宮
内
庁
の
〈
太
平
楽
〉
は
「
道
行
」「
破
」「
急
」
の
三
楽
章
か
ら
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
〈
朝

ち
ょ
う

小こ

子し

〉〈
武ぶ

昌し
ょ
う

楽ら
く

〉〈
合
歓
塩
〉
の
別
名
が
あ
る
。

甲か
ぶ
と、

鎧よ
ろ
い、

肩か
た

喰く
い

、
帯お

び

喰く
い

、
魚ぎ

ょ

袋た
い

、
胡や

な

籙ぐ
い

、
籠こ

手て

な
ど
を
身
に
つ
け
、
太
刀
を
佩
き
、
鉾
を
持
っ
た
武
人
の
出
立
の
四
人
の
舞
人
が
舞
う
。

以
上
、
現
在
浅
間
神
社
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
稚
児
舞
楽
五
曲
の
概
要
を
見
た
。
装
束
が
宮
内
庁
の
舞
楽
の
そ
れ
に
準
じ
て
い
る
こ
と
、

一
一
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伴
奏
音
楽
に
雅
楽
の
〈
小
乱
声
〉〈
納
曽
利
急
〉〈
還
城
楽
〉〈
太
平
楽
急
〉
を
用
い
、〈
陵
王
乱
序
〉
に
似
た
「
基
本
リ
ズ
ム
」
を
多
用
す

る
な
ど
、
他
の
地
方
の
舞
楽
三
一
に
比
べ
る
と
、
宮
内
庁
の
雅
楽
へ
の
類
似
度
は
格
段
に
高
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
近
代
以
降
の
宮
内
省
／

宮
内
庁
楽
部
の
楽
人
と
の
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。

三
　
宮
内
庁
（
宮
内
省
）
楽
師
の
指
導
と
形
式
の
変
化

三
―
一
　
明
治
維
新
後
の
静
岡
へ
の
雅
楽
の
定
着

近
代
以
降
の
静
岡
の
雅
楽
の
歴
史
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
五
人
の
旧
紅
葉
山
楽
人
が
「
静
岡
士
族
」
と
し
て
静
岡
に
移
住
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
紅
葉
山
楽
人
と
は
、
関
西
の
禁
裏
楽
人
の
分
家
で
、
江
戸
に
移
住
し
、
江
戸
城
紅
葉
山
の
将
軍
廟
や
上
野
東
照
宮
、

寛
永
寺
、
増
上
寺
な
ど
の
祭
祀
、
法
要
で
雅
楽
を
演
奏
し
て
き
た
人
々
の
こ
と
を
指
す
。
彼
ら
は
『
武
鑑
』
に
も
「
御
楽
人
衆
」
と
し
て

出
て
く
る
幕
臣
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
紅
葉
山
楽
人
の
う
ち
東と

う

儀ぎ

弘ひ
ろ

長な
が

、
岡お

か

昌ま
さ

興お
き

、
多

お
お
の

忠た
だ

敏と
し

、
東と

う

儀ぎ

元も
と

虎と
し

、
薗そ

の

廣ひ
ろ

文あ
や

の
五
人
が
徳
川

慶
喜
の
静
岡
移
封
に
従
い
静
岡
に
や
っ
て
き
た
。『
久
能
山
誌
』
は
、
移
住
初
期
、
こ
れ
ら
の
旧
楽
人
が
次
第
に
東
照
宮
の
祭
礼
な
ど
に
進

出
、
雅
楽
の
弟
子
も
獲
得
し
て
い
く
動
向
を
伝
え
る
（
静
岡
市
編　

二
〇
一
六
、一
四
一
〜
一
四
三
）。
ま
た
、
前
出
の
大
井
管
麿
の
日
記

に
よ
る
と
、
静
岡
浅
間
神
社
を
借
り
て
公
開
演
奏
会
を
催
し
、「
平
調
音
取
、
万
歳
楽
、
三
䑓
塩
急
、
伊
勢
海
、
陪
臚
、
林
歌
残
楽
三
反

吹
、
郢
曲
嘉
辰
、
鶏
徳
」
な
ど
を
演
奏
で
き
る
ま
で
に
楽
壇
が
成
長
し
（
明
治
六
年
四
月
六
日
条
）、
静
岡
浅
間
神
社
の
祭
祀
に
も
雅
楽
が

定
着
し
て
い
く
様
子
も
知
ら
れ
る
（
寺
内　

二
〇
二
四
）。
こ
の
静
岡
の
楽
壇
の
中
心
に
い
た
の
が
東
儀
弘
長
（
一
八
三
三
〜
一
八
八
七
）

で
あ
る
。
明
治
以
降
は
「
音
和
」
と
改
名
し
、
鷹
匠
町
に
住
ん
だ
三
二
。
東
儀
音
和
は
、
実
弟
の
東
儀
季す

え

直な
お

（
一
八
四
〇
〜
一
八
七
七
）
と

そ
の
子
・
季す

え

長お
さ

（
一
八
五
七
〜
一
九
一
二
）
が
宮
内
省
楽
部
に
勤
仕
し
て
い
た
の
で
、
東
京
の
雅
楽
と
の
関
係
も
維
持
し
て
い
た
。
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
の
復
興
稚
児
舞
楽
で
楽
人
を
し
た
東
儀
春
太
郎
（
一
八
七
一
〜
一
九
三
八
）
は
音
和
の
息
子
で
、
音
和
亡
き
後
、

静
岡
の
雅
楽
を
支
え
た
。『
報
告
書
』
で
は
、「
稚
児
舞
の
太
鼓
は
、東
儀
春
太
郎
が
長
く
務
め
て
い
た
と
い
う
」
と
す
る
の
で
（
一
三
七
頁
）、

明
治
三
一
年
に
建
穂
敏
雄
が
亡
く
な
っ
た
後
、
春
太
郎
が
太
鼓
・
鞨
鼓
を
務
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

一
二
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明
治
二
七
年
に
復
興
し
た
稚
児
舞
楽
は
、
総
じ
て
、
幕
末
ま
で
の
稚
児
舞
楽
の
古
い
形
を
知
っ
て
い
る
建
穂
敏
雄
の
指
導
に
よ
り
旧
儀

に
基
づ
い
て
演
じ
ら
れ
た
と
想
像
す
る
が
、
復
興
か
ら
三
十
年
後
に
宮
内
省
の
楽
師
の
指
導
を
受
け
る
機
会
が
訪
れ
た
。

　三
―
二
　
多
久
毎
の
来
静
（
大
正
十
三
＝
一
九
二
四
年
）

『
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
稚
児
舞
楽
の
復
興
か
ら
三
十
年
後
の
大
正
十
三
年
、
宮
内
省
楽
部
の
多

お
お
の

久ひ
さ

毎つ
ね

（
一
八
七
二
―
一
九
三
五
）
が

静
岡
を
訪
れ
た
。
こ
の
時
、
多
は
東
儀
春
太
郎
や
野
崎
鐐
一
ら
と
懇
談
し
、
後
述
す
る
ご
と
く
、
舞
、
装
束
、
音
楽
に
つ
い
て
幾
つ
か
の

注
意
を
与
え
た
。
ま
た
、
多
に
よ
る
〈
振
鉾
〉〈
萬
歳
楽
〉〈
太
平
楽
〉
の
奉
納
演
舞
が
あ
っ
た
と
い
う
（
一
三
八
頁
）。

多
に
よ
る
注
意
事
項
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
（
一
七
三
頁
）。

振
鉾
装
束
ハ	

　

右
方　

浅
黄
綾　

素
袍　

天
冠　

山
吹

	
	

	

　

左
方　

茶
綾　
　

素
袍　

天
冠　

桜　

ニ
ス
ベ
キ

太
平
楽
装
束
ノ
内
、
両
頭
ノ
襟
青
色
ヲ
、
左
方
ノ
楽
ナ
ラ
バ
赤
色
ニ
変
ヘ
タ
シ

衣
装
ノ
部
ニ
素
袍
ト
ア
ル
ヲ
袍
ト　

上
着
白
小
紋
綾
綸
子
ヲ
襲
＊マ

マ
三
三
ト
云
フ
ナ
リ
ト

二
ノ
舞
ノ
面
ハ
茶
褐
色
ヲ
ヨ
シ
ト
シ
、
舌
ヲ
出
セ
ル
ヲ
老
女
歯
ヲ
出
セ
ル
ハ
老
男
ト
シ
老
女
ハ
老
男
ノ
袖
ニ
ス
ガ
リ
動
作
ナ
キ
モ
ノ

ト
ナ
リ
ト　

舞
䑓
ヘ
出
ル
ト
キ
三
度
腰
ヲ
入
レ
テ
演
ス
ル
ナ
リ
ト

安
摩
ノ
舞
手
ハ　

出
手　

乱
序　

囀　

笏
該
手　

入
手

二
ノ
舞
之
手
ハ　

出
手　

詠　

囀　

當
曲　

笛
ハ
安
摩
乱
序
ナ
リ
ト

右
の
注
意
は
、「
あ
る
べ
き
姿
」
す
な
わ
ち
宮
内
省
の
舞
楽
の
様
式
を
提
示
し
た
も
の
で
、
逆
に
、
当
時
の
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
は

そ
こ
か
ら
外
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
静
岡
市
史
編
纂
資
料
』
第
一
巻
は
、
多
の
来
静
七
年
前
の
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
舞
装

一
三
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を
改
め
た
時
の
装
束
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
（
一
七
一
頁
）。

大
稚
児
は
桜
花
の
天
冠
、
浅
黄
綾
の
袍
と
黄
緞
子
の
袴

小
稚
児
は
山
吹
の
天
冠
に
茶
色
綾
の
袍
と
茶
緞
子
の
袴

　
　

楽
に
よ
っ
て
裲
襠
を
着
す

し
た
が
っ
て
、

・〈
振
鉾
〉
の
装
束
の
色
の
区
別
が
左
（
茶
）
／
右
（
浅
黄
）
で
は
な
か
っ
た
。（
大
稚
児
（
浅
黄
）、
小
稚
児
（
茶
））

・〈
太
平
楽
〉
装
束
の
裲
襠
の
襟
が
青
か
っ
た
。

・「
袍
」
の
こ
と
を
「
素
袍
」
と
、「
下
襲
」
の
こ
と
を
「
上
着
白
小
紋
綾
綸
子
」
と
呼
ん
で
い
た
三
四
。

・〈
二
ノ
舞
〉
の
面
が
茶
褐
色
で
は
な
か
っ
た
三
五
。
老
女
に
も
動
作
が
あ
っ
た
。

・〈
安
摩
〉〈
二
ノ
舞
〉
の
構
成
、
音
楽
が
舞
楽
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
た
。

と
い
う
の
が
当
時
の
実
態
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
従
っ
て
稚
児
舞
楽
が
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
の
か
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
多
久
毎
の
来
訪
の

五
年
後
、昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
、明
治
三
二
年
か
ら
途
絶
え
て
い
た
〈
萬
歳
楽
〉
の
復
活
が
試
み
ら
れ
た
（『
報
告
書
』
一
七
三
頁
）。

『
報
告
書
』
の
表
２
―
１
―
１
（
一
三
八
頁
）
に
は
、「
東
儀
春
太
郎
の
笛
の
譜
に
合
わ
せ
、萬
歳
楽
の
舞
の
手
を
創
作
（
昭
和
13
年
ま
で
）」

と
あ
る
。
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
春
太
郎
は
亡
く
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
わ
か
る
。

そ
の
後
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
静
岡
大
火
が
あ
り
、
昭
和
十
五
年
か
ら
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
ま
で
、
浅
間
神
社
廿
日

会
祭
は
中
断
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
稚
児
舞
楽
は
神
事
と
と
も
に
戦
時
中
も
継
続
さ
れ
た
。
戦
後
、
二
、三
年
は
鉾
、
太
刀
な
ど
の
武
具
を
持

一
四
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つ
演
目
を
除
外
し
た
り
、
武
具
を
別
の
持
ち
物
に
替
え
た
り
し
な
が
ら
舞
楽
を
演
じ
た
が
昭
和
二
四
年
に
元
の
武
具
に
戻
し
、
昭
和
二
七

年
に
踟
も
伴
う
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
が
旧
儀
の
通
り
復
興
し
た
（『
報
告
書
』
一
三
七
―
一
三
八
頁
）。

三
―
三
　
東
儀
和
太
郎
の
来
静
（
一
九
八
一
年
）

戦
後
、
さ
ら
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
は
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
稚
児
舞
楽
の
指
導
は
、
前
述
の
通
り
明

治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
か
ら
野
崎
鐐
一
が
行
っ
て
来
た
が
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
野
崎
が
引
退
し
、
昭
和
四
六
年
か
ら
は
浅

間
神
社
の
神
官
の
指
導
に
変
わ
っ
た
三
六
。
幕
末
の
建
穂
寺
の
舞
楽
を
知
っ
て
い
た
建
穂
俊
雄
、
そ
の
弟
子
の
野
崎
鐐
一
の
時
代
が
終
わ
り
、

浅
間
神
社
の
神
官
が
稚
児
舞
楽
を
指
導
す
る
時
代
に
な
っ
た
。
野
崎
か
ら
交
替
し
た
神
官
の
山
口
泰
昌
氏
も
基
本
的
に
前
代
の
伝
承
を
引

き
継
い
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
大
き
な
変
化
が
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
に
訪
れ
た
。『
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
昭
和
五
六
年
三

月
十
六
日
に
静
岡
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
が
静
岡
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
同
月
三
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
元
宮
内
庁
楽
部

楽
長
の
東と

う

儀ぎ

和ま
さ

太た

郎ろ
う

（
一
九
一
〇
―
一
九
九
三
）
三
七
に
依
頼
し
、「
所
作
の
崩
れ
た
部
分
の
手
直
し
」（
一
三
八
頁
）
を
行
い
、
そ
の
年
の

四
月
五
日
の
稚
児
舞
楽
に
臨
ん
だ
と
い
う
。『
報
告
書
』
に
は
、「
元
宮
内
庁
楽
長　

東
儀
和
太
郎
先
生　

舞
ノ
手　

形
態　

整
備　

現
在

の
舞
楽
の
形
と
な
る　

指
導　

本
名
孝
至
権
禰
宜
」
と
あ
る
（
一
七
四
頁
）。
和
太
郎
師
は
戦
前
の
一
九
三
三
年
か
ら
宮
内
省
楽
部
楽
師

と
し
て
奉
職
し
、戦
後
一
九
七
〇
年
に
は
宮
内
庁
楽
部
楽
長
と
な
り
、一
九
七
六
年
に
退
官
し
た
。
神
社
本
庁
制
定
「
朝
日
舞
」「
豊
栄
舞
」

の
作
曲
作
舞
な
ど
神
社
音
楽
の
創
作
や
、
国
立
劇
場
の
復
元
雅
楽
に
関
わ
っ
た
ほ
か
、『
日
本
の
古
典
芸
能　

雅
楽
』
の
執
筆
、
東
京
藝

術
大
学
や
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
ス
リ
ア
ン
大
学
で
の
雅
楽
の
指
導
な
ど
、
宮
内
庁
の
外
で
も
活
発
に
活
動
し
た
楽
人
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
の
和
太
郎
師
来
訪
時
に
舞
の
振
り
付
け
で
変
更
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、『
報
告
書
』
は
具
体
的
に
「
摺
る
よ
う
な
足
の
運

び
方
」
と
〈
太
平
楽
〉
の
最
後
の
「
八
方
払
（
八
方
切
）」
の
所
作
三
八
を
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
記
す
（
一
七
四
頁
）。
前
者
は
、
舞

の
基
本
的
な
動
き
、
後
者
は
舞
の
所
作
の
宗
教
的
な
意
味
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
摺
る
よ
う
な
足
の
運
び
」
は
一
般
的
に
能
で
見
ら

れ
る「
摺
足
」の
よ
う
な
歩
行
法
を
連
想
さ
せ
る
が
、い
く
つ
か
の
民
俗
芸
能
で
も
そ
の
よ
う
な
歩
行
法
は
見
ら
れ
る
三
九
。
ま
た
、『
報
告
書
』

一
五
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の
史
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
楽
譜　

廿
日
会
舞
楽
』（
明
和
二
＝
一
七
六
五
年
）
に
は
、
古
い
稚
児
舞
楽
の
型
と
し
て
、
半
月
を
描

く
よ
う
に
左
右
の
足
を
出
す
所
作
（
例
〈
還
城
楽
〉）、円
を
描
く
よ
う
な
「
足
ヲ
巻
ク
」
所
作
（
例
〈
萬
歳
楽
〉）
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、

「
摺
る
よ
う
な
足
の
運
び
方
」
は
、
こ
う
し
た
所
作
と
関
連
す
る
足
の
動
き
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
行
の
舞
楽
で
は
、「
摺
」
と
い

う
足
の
型
四
〇
は
あ
る
が
、
移
動
の
た
め
の
歩
行
は
日
常
的
な
普
通
の
歩
行
に
近
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
、「
摺
る
よ
う
な
足
の

運
び
方
」
を
止
め
、
宮
内
庁
舞
楽
の
歩
行
法
に
改
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、『
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
八
方
払
い
の
他
に
も
、

足
で
梵
字
を
描
い
た
り
、
九
字
の
真
言
を
切
る
所
作
な
ど
が
あ
っ
た
（
後
述
）。
こ
の
よ
う
な
所
作
は
、
密
教
、
陰
陽
道
、
修
験
道
的
要

素
を
含
む
湯
立
神
楽
や
山
伏
神
楽
な
ど
の
民
俗
芸
能
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
四
一
。
舞
楽
に
お
い
て
は
、〈
振
鉾
〉は
鉾
を
振
る
こ
と
に
よ
っ

て
場
所
を
浄
め
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
さ
れ
る
が
、一
般
的
に
は
舞
の
所
作
が
特
定
の
宗
教
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、「
八
方
払
」
の
削
除
は
、
宮
中
舞
楽
に
は
無
い
、
民
間
信
仰
的
、
宗
教
的
な
要
素
を
含
む
所
作
を
取
り
除
い
た
、
と
い
う
こ
と
と
理

解
さ
れ
る
。

音
楽
的
な
改
変
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
考
察
し
た
通
り
、
現
在
の
稚
児
舞
楽
で
は
〈
安
摩
〉〈
二
ノ
舞
〉
以
外
は
雅
楽

曲
を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、〈
振
鉾
〉
に
は
〈
小
乱
声
（
新
楽
乱
声
）〉、〈
納
曽
利
〉
に
は
〈
納
蘇
利
急
〉、〈
還
城
楽
〉
に
は
〈
還
城
楽
〉、

〈
太
平
楽
〉
に
は
〈
太
平
楽
急
〉
を
用
い
る
。〈
安
摩
〉
に
は
舞
楽
の
〈
安
摩
〉
で
用
い
る
〈
陵
王
乱
序
〉
に
似
た
、本
稿
で
「
基
本
リ
ズ
ム
」

と
名
付
け
た
と
こ
ろ
の
リ
ズ
ム
を
用
い
る
。
全
く
雅
楽
と
異
な
る
系
統
の
音
楽
は
、〈
二
ノ
舞
〉
の
音
楽
の
み
で
あ
る
。『
報
告
書
』
に
は
、

和
太
郎
師
が
整
譜
し
た
と
い
う
楽
譜
の
例
が
五
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
九
六
頁
）。

〈
小
乱
声
（
新
楽
乱
声
）〉
龍
笛
譜
（
前
半
の
み
）

〈
納
曽
利
〉（〈
納
曽
利
急
〉）
高
麗
笛
を
龍
笛
譜
に
編
曲
し
た
も
の
（
最
初
の
二
行
＝
八
小
拍
子
分
）

〈
安
摩
〉（
実
際
に
は
「
二
ノ
舞
の
囃
子
」）
龍
笛
譜
（
雅
楽
と
は
異
な
る
独
自
の
囃
子
）

〈
還
城
楽
〉
篳
篥
譜
（
最
初
の
二
行
＝
八
小
拍
子
分
、
只
拍
子
を
楽
拍
子
に
編
曲
）

一
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〈
太
平
楽
〉（〈
太
平
楽
急
〉）
笙
譜
（
最
初
の
二
行
＝
八
小
拍
子
分
）

基
本
的
に
現
行
雅
楽
の
龍
笛
、
篳
篥
、
笙
の
記
譜
法
で
書
か
れ
て
い
る
。
龍
笛
譜
と
篳
篥
譜
は
、
唱
歌
と
指
孔
が
示
さ
れ
て
い
る
。
雅

楽
と
は
別
系
統
の
「
二
ノ
舞
の
囃
子
」
も
龍
笛
の
記
譜
法
で
書
か
れ
て
お
り
、
元
か
ら
伝
わ
る
旋
律
に
和
太
郎
師
が
龍
笛
風
の
唱
歌
と
手て

付づ
け

（
指
孔
の
記
号
）
を
作
っ
て
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
雅
楽
曲
を
用
い
る
場
合
も
、
演
奏
者
に
雅
楽
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
が
必
ず
し
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
の
か
、
演
奏
し
や
す
い
よ
う
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
い
ず
れ
の
曲
も
、
雅

楽
曲
の
冒
頭
の
二
行
程
度
を
繰
り
返
し
演
奏
す
る
。
ま
た
、〈
納
曽
利
〉〈
安
摩
〉〈
還
城
楽
〉〈
太
平
楽
〉
に
は
全
て
四
拍
で
一
小
節
を
な

す「
基
本
リ
ズ
ム
」が
用
い
ら
れ
て
お
り
、本
来
は
只
拍
子
ま
た
は
夜
多
良
拍
子（
洋
楽
の
六
拍
子
ま
た
は
五
拍
子
に
当
た
る
）の〈
還
城
楽
〉

も
「
基
本
リ
ズ
ム
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
基
本
リ
ズ
ム
」
の
起
源
が
い
つ
ま
で
遡
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
は
、
①
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
、
②
明
治

二
七
年
の
復
興
時
、
③
多
久
毎
の
来
静
以
降
、
も
し
く
は
④
東
儀
和
太
郎
の
改
変
時
に
〈
陵
王
乱
序
〉
に
基
づ
い
て
創
ら
れ
た
、
な
ど
が

想
定
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
結
論
に
至
る
判
断
材
料
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

四
　
静
岡
県
内
の
地
方
の
舞
楽
の
文
化
財
指
定

 

東
儀
和
太
郎
の
浅
間
神
社
稚
児
舞
楽
の
「
手
直
し
」
は
、
文
化
財
指
定
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
手
直
し
」
の
影
響
は
両

義
的
に
作
用
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

現
在
、
日
本
国
の
文
化
財
法
で
は
、
祭
り
や
芸
能
等
を
無
形
文
化
財
と
し
て
保
護
し
て
い
る
。
主
と
し
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
演

技
者
た
ち
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
舞
台
芸
術
（
例
え
ば
「
雅
楽
」「
能
」「
歌
舞
伎
」
な
ど
）
を
「
無
形
文
化
財
」、
一
般
の
人
々
の
生
活

の
中
で
伝
承
さ
れ
、
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
能
を
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
地
方
の
舞
楽
は
後
者
に
当

て
は
ま
る
。
図
二
は
文
化
庁
の
資
料
か
ら
無
形
文
化
財
、
無
形
民
俗
文
化
財
に
係
る
部
分
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
四
二
。

一
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文
化
財
の
指
定
に
は
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
ラ
ン
ク
が
あ
る
。
認
定
す
る
自
治
体
の
規
模
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
一
種
の
「
昇
格
」

を
し
て
い
く
四
三
。

市
町
村
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
指
定
）

　
　

↓

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
指
定
）

　
　

↓

国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
選
択
）

　
　

↓

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
指
定
）

国
指
定
の
文
化
財
に
な
る
前
に
、「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
、
詳
細
な
調
査
と
報
告
書

の
作
成
が
行
わ
れ
る
。

四
―
一
　
遠
江
の
三
つ
の
舞
楽

静
岡
県
内
の
地
方
の
舞
楽
で
は
、
ま
ず
静
岡
県
西
部
・
遠
江
の
舞
楽
が
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
周
智
郡
森
町
で
は
近
接
す
る
三
ヶ

所
で「
舞
楽
」が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、早
く
か
ら
本
田
安
次（
一
九
〇
六
〜
二
〇
〇
一
）、三
隅
治
雄（
一
九
二
七
〜　

）、水
原
渭
江（
一
九
三
〇

〜　

）
な
ど
の
民
俗
芸
能
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
遠
州
の
舞
楽
は
一
九
七
〇
年
代
に
国
指
定
の
動
き
が
活
発
化
し
、
小
國
神
社

の
舞
楽
が
一
九
七
五
年
十
二
月
八
日
に
、
天
宮
神
社
の
舞
楽
が
一
九
七
六
十
二
月
二
十
五
日
に
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
た
。
文
化
庁
の
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

一
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俗
文
化
財
」
欄
に
は
、
小
國
神
社
と
天
宮
神
社
が
選
択
さ
れ
た
理
由
と
し
て
次

の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

□
小
國
神
社
の
舞
楽
　

一
九
七
五
年
十
二
月
八
日
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗

文
化
財
」
四
四

小
国
神
社
十
二
段
舞
楽
と
も
い
わ
れ
、
番
外
曲
の
花
の
舞
の
ほ
か
十
二

曲
の
舞
楽
が
、
四
月
十
七
、十
八
日
の
両
日
、
小
国
神
社
（
静
岡
県
周
智

郡
森
町
一
宮
）
の
境
内
に
あ
る
舞
殿
で
舞
わ
れ
る
。
十
二
曲
は
、「
連
舞

【
ふマ

マ

ん
ぶ
】」「
色
香
舞
【
し
き
こ
う
ま
い
】」「
蝶
【
ち
ょ
う
】
の
舞
【
ま

い
】」「
鳥
【
と
り
】
の
舞
【
ま
い
】」「
太
平
楽
舞
【
た
い
へ
い
ら
く
ま
い
】」

「
新
【
し
ん
】
ま
っ
く
舞
【
ま
い
】」「
安
摩
舞
【
あ
ん
ま
ま
い
】」「
二
【
に
】

の
舞
【
ま
い
】」「
抜
頭
舞
【
ぼマ

マ

と
う
ま
い
】」「
陵
王
舞
【
り
ょ
う
お
う
ま

い
】」「
納
蘇
利
舞
【
な
そ
り
ま
い
】」「
獅
子
舞
【
し
し
ま
い
】」
で
あ
る
が
、

悪
魔
祓
い
、
五
穀
豊
穣
の 「
獅
子
舞
」
が
曲
に
加
え
ら
れ
て
い
た
り
、「
抜

頭
舞
」
の
終
り
に
舞
い
手
を
追
い
込
む
者
た
ち
が
登
場
す
る
な
ど
の
演
出

が
あ
っ
た
り
し
て
、
こ
の
地
独
特
の
芸
態
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色

が
あ
る
。

地
方
に
流
伝
し
て
い
っ
た
舞
楽
が
、東
海
地
方
の
こ
の
地
方
に
定
着
し
、

稚
児
に
よ
る
舞
楽
を
加
味
す
る
と
と
も
に
、
中
央
の
舞
楽
と
は
違
っ
た
演

図二　国の無形文化財の体系（文化庁「文化財の体系図」より抜粋）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/gaiyo/pdf/93522401_01.pdf

無形⽂化財

重要無形⽂化財＝重要なもの（指定）

登録無形⽂化財＝保存と活⽤が特に必要なもの（登録）

記録作成等の措置を講ずべき無形⽂化財＝特に必要のあるもの（選択）

⺠俗⽂化財

重要無形⺠俗⽂化財＝特に重要なもの（指定）

登録無形⺠俗⽂化財＝保存と活⽤が特に必要なもの（登録）

記録作成等の措置を講ずべき無形の⺠俗⽂化財＝特に必要のあるもの（選択）一
九
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技
、
演
奏
法
を
残
し
て
い
る
の
が
貴
重
で
あ
る
。（
傍
線
、
引
用
者
）

□
天
宮
神
社
の
十
二
段
舞
楽
　

一
九
七
六
十
二
月
二
十
五
日
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
四
五

静
岡
地
方
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
方
化
さ
れ
た
舞
楽
の
一
種
で
、
四
月
の
第
一
土
曜
か
ら
日
曜
日
に
演
じ
ら
れ
る
。
天
宮
神
社
の

拝
殿
前
に
あ
る
約
四
メ
ー
ト
ル
の
、
高
欄
つ
き
の
舞
楽
殿
が
舞
台
と
な
る
。
舞
人
は
、
稚
児
四
人
（
十
一
、二
歳
）、
中
男
（
十
五
歳

前
後
）、
大
人
十
人
で
、
囃
子
に
は
大
太
鼓
・
鉦
・
鼓
・
笛
が
つ
く
。
曲
目
は
、
延
鉾
（
稚
児
二
人
）、
色
香
（
大
人
二
人
）、
庭
胡
蝶

（
稚
児
四
人
）、鳥
の
舞
（
稚
児
四
人
）、太
平
楽
（
中
男
四
人
）、新
靺
鞨
（
稚
児
四
人
）、安
摩
（
大
人
一
人
）、二
の
舞
（
大
人
二
人
）、

抜
頭
【
ば
と
りマ

マ

】（
稚
児
一
人
）、
蘭
陵
王
（
大
人
一
人
）、
納
蘇
利
（
大
人
一
人
）、
獅
子
伏
（
大
人
三
人
）
の
十
二
曲
で
あ
る
。

小
國
神
社
の
方
に
は
、
演
目
の
説
明
に
加
え
選
定
の
意
義
が
書
か
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
こ
の
舞
楽
が
単
に
中
央
か
ら
伝
わ
っ
た
だ

け
で
な
く
、「
稚
児
に
よ
る
舞
楽
」
に
な
っ
て
い
る
点
、「
中
央
の
舞
楽
と
は
違
っ
た
演
技
、
演
奏
法
」、「
こ
の
地
独
特
の
芸
態
」
を
有
し

て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
小
國
、
天
宮
に
さ
ら
に
山
名
神
社
の
舞
楽
を
加
え
、
一
九
八
二
年
に
「
遠
江
森
町
の
舞
楽
」
と
し
て
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
一
括
指
定
さ
れ
た
。
指
定
時
の
説
明
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

□
遠
江
森
町
の
舞
楽
　
一
九
八
二
年
一
月
十
四
日
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
」
四
六

こ
れ
ら
の
舞
は
、
舞
楽
が
地
方
に
伝
播
し
、
民
俗
化
し
て
定
着
し
た
も
の
で
、
小
国
神
社
、
天
宮
神
社
の
舞
楽
は
奈
良
春
日
神
社

系
の
舞
楽
が
地
方
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
山
名
神
社
の
そ
れ
は
舞
楽
の
風
流
化
し
た
も
の
の
典
型
例
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
舞
楽
の

変
遷
を
知
る
う
え
で
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
神
社
の
祭
礼
に
行
わ
れ
る
芸
能
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
正
し
く
伝
承
さ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
の
で
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
、
そ
の
保
存
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

二
〇
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小
国
神
社
、天
宮
神
社
の
舞
楽
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
連
舞
【
え
ん
ぶ
】」「
色
香
舞
【
し
き
こ
う
ま
い
】」「
蝶
【
ち
よ
う
】
の
舞 【
ま
い
】」

「
鳥
【
と
り
】
の
舞
【
ま
い
】」「
太
平
楽
舞
【
た
い
へ
い
ら
く
ま
い
】」「
新
靺
鞨
舞
【
し
ん
ま
か
ま
い
】」「
安
摩
舞
【
あ
ん
ま
ま
い
】」

「
二
【
に
】
の
舞
【
ま
い
】」「
抜
頭
舞
【
ば
と
う
ま
い
】」「
陵
王
舞
【
り
よ
う
お
う
ま
い
】」「
納
蘇
利
舞
【
な
そ
り
ま
い
】」「
獅
子
舞
【
し

し
ま
い
】」
の
十
二
曲(

小
国
神
社
に
は
番
外
曲
「
花
の
舞
」
が
あ
り
、天
宮
神
社
で
は
曲
目
名
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
。)

を
伝
え
る
。

こ
の
中
に
は
悪
魔
払
い
、
五
穀
豊
穣
の
獅
子
舞
が
あ
り
、
稚
子
舞
を
加
味
す
る
な
ど
中
央
と
異
な
っ
た
演
技
、
演
出
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
山
名
神
社
で
は
「
八
初
兒
【
や
つ
は
ち
】」「
神
子
舞
【
み
こ
ま
い
】」「
鶴
【
つ
る
】」「
獅
子
【
し
し
】」「
加
陵
鬚
【
か
り

よ
う
び
ん
】」「
竜
【
り
よ
う
】」「
蟷
螂
【
と
う
ろ
う
】」「
優
填
獅
子
【
う
で
ん
じ
し
】」
の
八
曲
を
伝
え
る
が
、
こ
の
中
に
は
舞
い
手

が
鶴
、
竜
、
蟷
螂
【
と
う
ろ
う
】
な
ど
の
作
り
物
を
頭
に
い
た
だ
く
風
流
の
要
素
が
強
く
、
舞
い
手
が
柱
に
昇
り
逆
に
な
っ
て
上
半

身
を
煽
っ
て
み
せ
る
散
楽
【
さ
ん
が
く
】
風
の
要
素
も
あ
る
な
ど
独
特
の
演
技
、
演
出
を
見
せ
る
。（
傍
線
、
引
用
者
）

「
記
録
作
成
・
・
」
の
選
択
時
よ
り
幾
分
細
か
く
、
芸
能
の
意
義
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
小
國
神
社
、
天
宮
神
社
の
舞
楽
は
悪
魔
払
い
、

五
穀
豊
穣
の
獅
子
舞
を
含
み
、
舞
楽
が
稚
児
舞
楽
と
な
っ
て
い
る
点
を
中
央
の
舞
楽
と
異
な
る
点
と
し
て
い
る
。
ま
た
山
名
神
社
の
舞
楽

に
つ
い
て
は
、
頭
部
の
被
り
物
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
り
物
を
つ
け
る
風ふ

流り
ゅ
う

四
七
的
な
要
素
や
、
散
楽
四
八
的
（
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
）
な
演
技
に
中

央
の
舞
楽
と
は
異
な
る
価
値
を
見
出
し
て
い
る
（
傍
線
部
）。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
曲
名
な
ど
で
は
中
央
の
舞
楽
と
の
関
係
を
強
く
示

し
つ
つ
、
伝
承
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
や
要
素
が
加
わ
り
、
芸
態
が
変
容
し
、「
地
方
化
」
し
た
部
分
、
も
し
く
は
中
央
の
舞
楽
と
の
差
異

に
文
化
財
と
し
て
の
意
味
を
見
出
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
文
化
庁
は
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
う
ち
芸
能
の
指
定
基
準
と
し
て
、（
一
）
芸
能
の
発
生
又
は
成
立
を
示
す
も
の
、（
二
）
芸

能
の
変
遷
の
過
程
を
示
す
も
の
、（
三
）
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の
、
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
四
九
。
遠
州
の
舞
楽
は
、
主
に
（
二
）
と
（
三
）

を
満
た
す
点
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

二
一
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四
―
二
　
静
岡
浅
間
神
社
稚
児
舞
楽

次
に
、
静
岡
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
の
文
化
財
指
定
の
道
程
を
見
る
。
遠
江
の
舞
楽
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た

頃
、
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
は
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
た
。
静
岡
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
は
一
九
八
一
年
三
月
十
六
日
付
で
静
岡
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
指
定
に
関
し
て
、『
報
告
書
』
は
興
味
深
い
記
述
を
載
せ
る
。

（
前
略
）
こ
の
よ
う
に
、
建
穂
寺
で
伝
わ
っ
て
き
た
稚
児
舞
は
、
明
治
維
新
後
の
宮
内
省
雅
楽
局
の
楽
人
（
伶
人
）
組
織
と
そ
の
活

動
の
影
響
も
少
な
か
ら
ず
受
け
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
県
指
定
は
、
手
直
し
を
し
て
記
録
保
存
し
、「
正
し
く
伝
承
す
る
方

途
を
講
じ
」
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
（『
報
告
書
』
一
四
〇
頁
）

浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
が
、明
治
以
降
、中
央
の
宮
内
省（
宮
内
庁
）楽
人
の「
影
響
」を
受
け
て
き
た
こ
と
、ま
た
、「
手
直
し
」を
し
て「
正

し
く
伝
承
す
る
方
途
を
講
じ
」た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
、と
あ
る
。「
楽
人
の
影
響
」は
具
体
的
に
は
、維
新
以
来
、東
儀
音
和
や
春
太
郎
な
ど
、

中
央
の
雅
楽
の
嗜
み
の
あ
る
楽
人
が
稚
児
舞
楽
の
演
奏
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
、
大
正
十
三
年
の
多
久
毎
の
来
静
で
指
導
を
受
け
た
こ
と

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。「
手
直
し
」「
正
し
く
伝
承
す
る
方
途
」
は
、
そ
れ
ら
を
全
般
的
に
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
県
指
定
直
後

の
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
た
東
儀
和
太
郎
の
指
導
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
宮
内
庁
の
楽
人
か
ら
手
直
し
を
受
け

て
、
中
央
の
舞
楽
に
よ
り
近
い
形
に
修
正
す
る
方
策
を
講
じ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
、
と
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
が
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
た
時
（
二
〇
一
三
年
）

と
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
文
化
審
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
時
（
二
〇
二
二
年
）
の
説
明
を
見
て
み
よ
う
。

□
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
　

二
〇
一
三
年
三
月
十
二
日　

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
五
〇

二
二
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静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
は
、
四
月
一
日
か
ら
五
日
の
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
最
終
日
に
奉
納
さ
れ
る
稚
児
舞
楽

【
ち
ご
ぶ
が
く
】
で
あ
り
、
祭
の
中
心
と
な
る
芸
能
で
あ
る
。
安
倍
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
あ
っ
た
別
当
寺
【
べ
っ
と
う
じ
】
で
あ
る
建

穂
寺
【
た
き
ょ
う
じ
】(

明
治
二
年
焼
失)

の
稚
児
舞
楽
が
、
浅
間
神
社
の
祭
礼
で
も
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
一
六
世

紀
半
ば
に
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

現
在
は
、
静
岡
市
内
の
氏
子
か
ら
選
ば
れ
た
小
学
校
中
学
年
か
ら
六
年
生
ま
で
の
少
年
四
人
が
稚
児
を
務
め
る
。
桜
ま
た
は
山
吹

の
花
を
挿
し
た
天
冠
を
か
ぶ
り
、
額
に
白
粉
で
月
形
を
描
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。
伝
承
演
目
は
、
二
人
舞
の
「
振
鉾
【
え
ん
ぶ
】」「
安

摩
【
あ
ま
】」「
太
平
楽
【
た
い
へ
い
ら
く
】」、
一
人
舞
の
「
納
曽
利
【
な
そ
り
】」「
還
城
楽
【
げ
ん
じ
ょ
う
ら
く
】」 

の
五
番
で
、「
安

摩
」
と
併
行
し
て
演
じ
ら
れ
る
「
二
の
舞
【
に
の
ま
い
】」
の
爺
・
婆
の
役
だ
け
は
、
大
人
が
仮
面
を
付
け
て
務
め
る
。
伴
奏
楽
器
は
、

三
管
【
さ
ん
か
ん
】(

龍
笛
【
り
ゅ
う
て
き
】・
笙
【
し
ょ
う
】・
篳
篥
【
ひ
ち
り
き
】)

三
鼓
【
さ
ん
こ
】(

楽
太
鼓
【
が
く
だ
い
こ
】・

鞨
鼓
【
か
っ
こ
】・
鉦
鼓
【
し
ょ
う
こ
】)

で
あ
る
。 

な
お
、
舞
楽
の
奉
納
に
先
立
っ
て
、
稚
児
を
乗
せ
た
輿
【
こ
し
】
が
山
車
【
だ
し
】
や
仮
装
行
列
な
ど
の
「
お
踟
【
ね
り
】」
を
従

え
て
市
中
を
巡
行
し
、
神
社
に
到
着
す
る
と
、
稚
児
の
前
で
お
踟
に
付
随
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
余
興
が
披
露
さ
れ
る
。

本
件
は
、
宮
廷
芸
能
で
あ
る
舞
楽
（
雅
楽
【
が
が
く
】
の
上
演
形
態
の
一
つ
で
、
舞
を
主
体
と
す
る
も
の)

が
地
方
に
伝
播
し
、

神
社
の
祭
礼
や
延
年
【
え
ん
ね
ん
】
と
よ
ば
れ
る
寺
院
の
行
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
民
俗
芸
能
化
し
た
も
の
の
一
例
。
な
か
で
も
、

少
年
が
演
目
の
全
て
ま
た
は
主
要
部
分
の
舞
を
演
じ
る
「
稚
児
舞
楽
」
の
、
東
海
地
方
に
お
け
る
典
型
例
の
一
つ
で
あ
る
。 (

傍
線
、

引
用
者
。
原
文
の
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
。)

□
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
楽
　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
一
日
、
文
化
審
議
会
答
申
（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
等
に
つ
い
て
）
中
の
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」

の
項
五
一

二
三
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（
特
色
）
本
件
は
、
舞
楽
が
神
社
に
お
け
る
祭
礼
や
寺
院
の
法
会
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
民
俗
芸
能
化
し
た
芸
能
で
あ
り
、
な
か
で
も
、

す
べ
て
の
演
目
を
少
年
が
演
じ
る
特
色
あ
る
舞
楽
で
あ
る
。
稚
児
舞
楽
の
発
祥
地
と
さ
れ
る
建
穂
地
区
と
の
関
係
を
維
持
し
つ
つ
、

江
戸
時
代
に
は
、
町
人
社
会
の
祭
で
あ
る
「
踟
」
と
結
び
つ
き
継
承
さ
れ
て
き
た
。
稚
児
を
輿
に
乗
せ
て
市
内
を
練
り
、
歌
や
踊
り

を
上
覧
に
供
え
る
な
ど
、
地
域
的
特
色
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
件
は
、
舞
楽
の
地
方
へ
の
伝
播
、
定
着
を
考
え
る
上
で
、

重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、
芸
能
の
変
遷
の
過
程
や
地
域
的
特
色
を
示
し
て
重
要
で
あ
る
。（
傍
線
、
引
用
者
）

県
指
定
の
時
は
、
中
央
の
舞
楽
と
の
関
係
や
「
手
直
し
」
に
選
定
理
由
が
あ
っ
た
が
、
国
指
定
関
係
の
文
書
で
は
、
子
供
が
舞
う
「
稚

児
舞
楽
」
で
あ
る
こ
と
、
祭
に
踟
な
ど
も
含
む
こ
と
、
稚
児
が
単
な
る
舞
手
で
は
な
く
、
輿
で
市
内
を
廻
っ
た
り
、
余
興
を
供
さ
れ
る
存

在
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
舞
楽
だ
け
で
な
く
祭
全
体
と
稚
児
の
存
在
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
舞
楽
が
単
に
伝
播
し
た
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
に
右
の
よ
う
な
要
素
が
加
わ
り
、
変
化
し
て
「
地
域
的
特
色
」
を
醸
成
し
た
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

や
は
り
、
前
掲
の
文
化
庁
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
基
準
の
（
二
）
芸
能
の
変
遷
の
過
程
を
示
す
も
の
、（
三
）
地
域
的
特
色
を

示
す
も
の
、
と
い
う
二
点
で
評
価
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
的
に
文
化
財
の
保
護
は
、
古
い
も
の
、
消
滅
の
危
険
性
の
高
い
も
の
が
優
先
さ
れ
る
。
民
俗
芸
能
の
分
野
で
も
、
古

態
を
残
す
も
の
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
逆
に
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
た
も
の
、
近
代
化
し
た
も
の
は
注
目
度
が
低
い
。
遠
州
の

三
箇
所
の
舞
楽
と
地
理
的
に
や
や
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
の
国
の
文
化
財
指
定
が
遅
れ
た
の
は
、
も
し
か

す
る
と
、
中
央
の
舞
楽
に
近
づ
け
て
し
ま
っ
た
が
故
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

古
態
を
残
す
も
の
に
対
す
る
注
目
は
、
特
に
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
、
社
会
が
急
速
に
工
業
化
す
る
と
と
も
に
地
方
の
人
口
が
減
り
、

多
く
の
祭
や
民
俗
芸
能
が
廃
れ
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
中
で
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。「
古
態
」
が
一
体
い
つ
の
時
代
の
ど
ん
な
容
態

を
指
す
の
か
は
実
際
問
題
と
し
て
は
定
義
す
る
の
が
極
め
て
困
難
だ
が
、
民
俗
学
者
、
民
俗
芸
能
研
究
者
が
「
古
い
と
考
え
ら
れ
る
」
芸

能
に
価
値
を
お
き
、
論
文
な
ど
で
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
に
働
き
か
け
て
文
化
財
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
全
に
努
め
た
こ
と
に

二
四
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は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
文
化
財
指
定
に
よ
っ
て
廃
絶
を
免
れ
た
芸
能
は
多
い
だ
ろ
う
。

民
俗
芸
能
の
指
定
に
は
、
前
述
の
通
り
、
地
域
独
特
の
特
徴
が
大
き
く
作
用
す
る
。
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
は
、
近
代
以
降
、
宮
内
省

／
宮
内
庁
の
楽
人
と
の
関
係
に
お
い
て
、
中
央
の
舞
楽
に
近
づ
け
て
修
正
す
る
作
業
を
実
行
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
稚
児
舞
楽
の

淵
源
は
中
央
の
舞
楽
に
あ
る
の
だ
か
ら
、（
仮
に
今
の
宮
中
舞
楽
が
昔
の
宮
中
舞
楽
と
は
異
な
る
も
の
に
変
化
し
て
い
た
と
し
て
も
）、
時

代
を
超
越
し
て
、中
央
の
舞
楽
の
様
式
が
依
拠
す
べ
き
「
正
統
」
で
あ
り
、そ
こ
へ
回
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
地
域
化
し
修
験
道
な
ど
と
習
合
し
た
稚
児
舞
楽
こ
そ
維
持
す
べ
き
古
態
だ
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
浅
間
神
社
の
稚

児
舞
楽
は
近
代
以
降
新
た
に
中
央
の
雅
楽
の
楽
器
や
音
楽
を
取
り
入
れ
、
舞
の
動
作
も
宮
中
舞
楽
風
に
改
訂
し
た
点
で
前
者
の
例
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
完
全
に
舞
楽
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
改
変
に
よ
っ
て
、
遠
江
の
三
箇
所
の
舞
楽
と
は
異
な
る
芸
態
と
な
り
、

結
果
と
し
て
、
稚
児
に
よ
る
地
方
の
舞
楽
の
あ
り
方
と
し
て
独
自
の
形
態
を
獲
得
し
て
今
日
に
至
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。今

後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
宮
内
庁
様
式
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
質
を
さ
ら
に
洗
練
さ
せ
、
高
め
て
い
く
方
向
と
、
江
戸
時
代
ま
で
行
っ

て
い
た
地
域
信
仰
的
要
素
（
八
方
払
い
な
ど
）
を
復
活
し
五
二
、
稚
児
舞
楽
の
地
域
性
や
歴
史
性
を
さ
ら
に
強
調
す
る
と
い
う
方
向
が
考
え

ら
れ
る
。
両
者
は
共
存
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
伝
承
に
携
わ
る
人
々
が
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き

た
い
。

附
論
：
明
和
二
年
『
楽
譜
　
廿
日
会
舞
楽
』
に
つ
い
て

参
考
ま
で
に
、
江
戸
時
代
中
期
に
書
か
れ
た
『
楽
譜　

廿
日
会
舞
楽
』
と
い
う
史
料
を
紹
介
す
る
。
こ
の
史
料
は
廿
日
会
稚
児
舞
楽
の

研
究
に
関
わ
る
静
岡
の
研
究
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
お
り
、
折
に
触
れ
言
及
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
は
個
人
の
備
忘
録
的

性
質
が
強
く
、
こ
こ
か
ら
具
体
的
な
舞
踊
や
音
楽
の
内
容
を
復
元
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
わ
ず
か
な
が
ら

楽
曲
の
構
造
な
ど
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
知
見
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
す
る
。

二
五
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こ
の
史
料
は
、
建
穂
寺
の
塔
頭
の
一
つ
、
大
聖
院
の
惣
順
と
い
う
僧
侶
が
八
十
二
歳
の
時
、
弟
子
の
惣
角
と
い
う
者
の
た
め
に
記
し
た

廿
日
会
舞
楽
に
関
す
る
覚
書
で
あ
る
。「
明
和
乙
酉
ノ
春
二
月
」（
一
七
六
五
年
）
の
年
記
が
あ
る
。『
報
告
書
』
史
料
編
に
全
文
の
影
印

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
三
一
九
―
三
三
五
頁
）。
以
下
『
楽
譜
』
と
略
す
。『
楽
譜
』
に
は
以
下
の
曲
名
が
見
え
る
。
た
だ
し
、最
初
の
「
江

天
楽
」
と
最
後
の
「
千
秋
楽
」
に
は
舞
譜
の
よ
う
な
も
の
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
舞
楽
の
前
奏
と
後
奏
の
楽
曲
名
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一　

江
天
楽

第
貳　

延
舞

第
三　

納
曽
利

第
四　

還
城
楽

第
五　

萬
歳
楽

同　
　

二
ノ
舞

第
六　

延
喜
楽

第
七　

太
平
楽

　
　
　

同　

二
ノ
舞

　
　
　

九
利

千
秋
楽

本
史
料
は
大
き
く
三
部
に
分
け
ら
れ
、
第
一
部
（
三
一
九
頁
一
コ
マ
〜
三
二
四
頁
三
四
コ
マ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目
の
舞
振
り
、
第
二

部
（
三
二
四
頁
三
五
コ
マ
〜
三
二
八
頁
三
九
コ
マ
）
は
装
束
、
第
三
部
（
三
二
八
頁
四
〇
コ
マ
〜
三
三
五
頁
六
五
コ
マ
）
は
音
楽
が
説
明

さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
に
は
、
稚
児
の
人
数
な
ど
の
他
、
舞
の
所
作
が
線
や
丸
な
ど
の
記
号
も
交
え
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
打

二
六
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楽
器
ま
た
は
笛
の
唱
歌
と
思
わ
れ
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
に
は
「
上
着　

白
小
紋
ア
ヤ　

リ
ン
ズ
」「
茶
小
紋　

ド
ン
ス
ハ

カ
マ
」
の
よ
う
に
装
束
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
第
三
部
は
第
一
部
か
ら
唱
歌
だ
け
を
取
り
出
し
た
体
に
な
っ
て
い
る
。
主
に
第
一
部
の
記

述
に
基
づ
き
、
以
下
に
各
曲
の
概
要
を
示
す
。

「
延
鉾
」（
三
〜
六
コ
マ
）

大
児
貳
人
（
主
な
装
束
：
茶
小
紋
ド
ン
ス
ハ
カ
マ
／
ア
サ
ギ
ア
ヤ
飛
紋
ノ
ス
ヲ
ゝ
／
同
品
ヱ
モ
ン
／
錦
ノ
半
ピ
）

「
此
舞
ハ
歌
ナ
シ
。
太
皮
ノ
已
」（
四
コ
マ
）
と
あ
る
。「
歌
ナ
シ
」
は
舞
う
時
に
唱
え
る
唱
歌
が
無
い
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
実
際
に
は
太
鼓
の
擬
音
的
唱
歌
「
フ
チ
カ
ッ
チ
ン
」、「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
な
ど
が
見
え
る
。「
フ
チ
カ
ッ
チ
ン
」
は
、
皮
面
の

周
縁
の
木
の
部
分
（
フ
チ
）
を
打
つ
音
を
「
カ
ッ
チ
ン
」
と
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
フ
チ
カ
ッ
チ
ン
」
は
冒
頭
の
合
図
の
音
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
は
一
定
の
間
隔
を
お
い
て
太
鼓
を
打
つ
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

「
延
鉾
」
の
入
退
場
は
と
も
に
「
フ
チ
カ
ッ
チ
ン
」
と
「
ド
ン
ド
ン
・・・・
」
が
使
わ
れ
る
が
、入
退
場
に
つ
い
て
は
他
の
曲
も
同
様
に
「
フ

チ
カ
ッ
チ
ン
」
に
続
き
「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
が
見
え
る
。「
振
鉾
」
は
「
太
皮
ノ
已
」
と
あ
る
の
で
、
太
鼓
の
伴
奏
だ
け
で
舞
わ
れ

た
と
思
わ
れ
、
実
際
、
舞
の
本
体
も
「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
の
唱
歌
の
み
が
見
え
る
。

こ
の
史
料
の
著
者
は
「
フ
チ
カ
ッ
チ
ン
」、「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
は
「
歌
」
と
は
考
え
ず
、
次
の
「
納
曽
利
」
以
降
に
見
ら
れ
る
、

そ
れ
以
外
の
唱
歌
を
「
歌
」
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
納
曽
利
」（
六
〜
一
〇
コ
マ
）

小
舞
子
貳
人
（
主
な
装
束
：
茶
小
紋
ド
ン
ス
ハ
カ
マ
／
ア
サ
ギ
ト
ビ
紋
ス
ヲ
ゝ
／
同
品
ヱ
モ
ン
）

〈
納
曽
利
〉は
、今
日
の
稚
児
舞
楽
で
は
一
人
で
舞
う
が
、当
時
は
小
稚
児
二
人
の
舞
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
出
太
鼓
」す
な
わ
ち
、

舞
台
に
登
場
す
る
ま
で
の
伴
奏
の
太
鼓
は
「
ド
ン
ド
ン
・・・・
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
き
「
歌
」
と
し
て
「
ウ
ン
ド
ー　

ラ
ー
リ
ヤ
」
と
「
一

二
七
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―
ト
ツ
ズ
」
が
交
互
に
書
か
れ
て
い
る
。
中
程
に
「
ド
ー　

ラ
ー
リ
」
も
見
え
る
。「
ウ
ン
ド
ー
」
や
「
ド
ー
」
は
太
鼓
五
三
、「
ラ
ー
リ
ヤ
」

は
笛
の
唱
歌
五
四
に
も
聞
こ
え
る
が
、
具
体
的
な
旋
律
で
は
な
く
タ
イ
ミ
ン
グ
や
回
数
を
数
え
る
唱
歌
の
可
能
性
も
あ
る
。

「
還
城
楽
」（
一
〇
〜
一
四
コ
マ
）

大
児
一
人
（
主
な
装
束
：
茶
小
紋
ド
ン
ス
ハ
カ
マ
／
白
ア
ヤ
ス
ヲ
ゝ
／
金
ラ
ン
エ
モ
ン
／
錦
半
ピ
）

出
太
鼓
は
他
と
同
じ
く
「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
で
、
舞
の
本
体
に
は
「
ド
ー
グ
」
と
い
う
唱
歌
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
。
蛇
を
取
っ

た
時
に
足
拍
子
を
踏
む
所
作
が
あ
り
、

左
足　

右
足　
　

左
右　

左　
　
　

右

テ
ー　

テ
ー　
　

テ
テ　

テ
ー　
　

テ
ー　

と
記
さ
れ
て
い
る
（
一
二
コ
マ
）。
な
お
、「
還
城
楽
」
の
末
尾
に
は
、
星
型
（
セ
ー
マ
ン
）
と
格
子
型
（
ド
ー
マ
ン
、
九
字
の
真
言
）

の
記
号
が
描
か
れ
て
い
る
（
一
四
コ
マ
）。

「
萬
歳
楽
」（
一
五
〜
一
九
コ
マ
）

小
児
二
人
（
主
な
装
束
：
茶
小
紋
ド
ン
ス
ハ
カ
マ
／
白
ト
ビ
小
紋
ス
ヲ
ゝ
／
錦
エ
モ
ン
／
金
ラ
ン
半
ピ
）

今
日
の
稚
児
舞
楽
で
は
失
わ
れ
て
い
る
演
目
で
あ
る
。「
小
児
貳
人
。
日
月
ノ
舞
。
但
シ
右
ハ
日
ノ
舞
、
左
ハ
月
ノ
舞
」
と
あ
る
（
一
五

コ
マ
）。
出
る
時
は
同
じ
く
「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
で
あ
る
。
は
じ
め
左
右
の
稚
児
が
舞
う
。
途
中
で
左
の
稚
児
が
引
っ
込
み
、
右
の

稚
児
が
残
り
、「
日
ノ
舞
」
を
舞
う
。
舞
の
本
体
の
唱
歌
は
「
一
―
ツ
」「
二
タ
ー
ツ
」
と
数
え
る
よ
う
な
唱
歌
と
な
っ
て
い
る
。

二
八
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「
延
喜
楽
」（
二
〇
〜
二
五
コ
マ
）

大
児
貳
人
（
主
な
装
束
：
ア
サ
ギ
小
紋
ド
ン
ス
ハ
カ
マ
／
白
小
紋
ス
ヲ
ゝ
／
古
錦
ラ
ン
エ
モ
ン
）

按
鬼マ

マ

貳
人
（
主
な
装
束
：
茶
小
紋
ド
ン
ス
ハ
カ
マ
／
同
ヱ
モ
ン
／
ア
ヤ
錦
半
ピ
／
古
金
ラ
ン
頭
巾
）

「
延
喜
楽
」
も
曲
名
と
し
て
は
今
日
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
大
児
貳
人
、
按
鬼
五
五
貳
人
」「
但
シ　

天
舞
子
ハ
笏
、
按
摩
ハ

丸
笏
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
大
児
貳
人
」
の
舞
が
「
笏
五
六
」
を
持
っ
て
稚
児
二
人
が
舞
う
今
日
の
〈
安
摩
〉、「
按
鬼
貳
人
」
の
舞
が
、「
丸

笏
五
七
」
を
持
っ
て
舞
う
今
日
の
〈
二
ノ
舞
〉
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
の
「
延
喜
楽
」
で
は
、「
出　

同
」
な
の
で
、
他
と
同
様
の
太
鼓
の
「
ド

ン
ド
ン
・
・
・
・
」
で
舞
人
が
登
場
す
る
が
、
舞
の
本
体
は
「
拍
子
ハ
羯
鼓
」
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
唱
歌
も
「
テ
レ
ン　

ポ
ン
ー
」「
テ

レ
ン　

テ
ン
テ
ン
」
な
ど
、
比
較
的
高
音
の
打
楽
器
音
の
擬
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
、
鞨
鼓
（
羯
鼓
）
の
唱
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 「
テ

レ
ン　

ポ
ン
ー
」
を
四
回
行
っ
た
後
、「
テ
レ
ン　

テ
ン
／
テ
レ
ン　

テ
ン
／
テ
レ
ン　

テ
ン
テ
ン
テ
ン
」
と
な
る
パ
タ
ー
ン
が
何
箇
所

か
見
ら
れ
る
（
二
〇
〜
二
一
コ
マ
）。

曲
の
途
中
に
「
是
従
按
鬼
」（
こ
れ
よ
り
按
鬼
）
と
あ
り
（
二
二
コ
マ
）、
こ
こ
か
ら
「
按
鬼
」
の
舞
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
唱
歌
も
笛

の
唱
歌
を
連
想
さ
せ
る
「
ヒ
ヤ
ー
ロ
コ
」
や
「
ヒ
ー
」
に
変
わ
る
。
特
に
、

一
「	

ヒ
ヤ
ー　

ロ
コ　

二	

ヒ
ヤ
ー　

ロ
コ

三	

ヒ
ヤ
ー　

ロ

四	

ヒ
ヤ
ー　

ヒ

と
あ
る
部
分
（
二
二
〜
二
三
コ
マ
）
は
、
前
掲
譜
二
の
「
二
ノ
舞
の
囃
子
」
の
前
半
部
分
に
対
応
す
る
唱
歌
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
。

そ
の
ほ
か
、「
ヒ
ー　

ヒ
ー
」
や
「
ヲ
ヒ
ヤ　

ヒ
ヤ
」
な
ど
も
笛
の
唱
歌
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
旋
律
は
わ
か
ら
な
い
。

　

二
九
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「
太
平
楽
（
泰
平
楽
）」（
二
六
〜
三
三
コ
マ
）

大
天
舞
子
貳
人
（
主
な
装
束
：
キ
ド
ン
ス
ハ
カ
マ
／
金
ラ
ン
ヱ
紋
／
シ
ヤ
ツ
コ
ウ
ツ
ゞ
レ
）

持
ち
物
は
「
鉾
」
と
「
館
（
太
刀
）」
で
あ
る
。
出
は
「
ド
ン
ド
ン
・・・・
」
で
、
本
体
の
唱
歌
は
「
ウ
ン
ド
ー　

ラ
ー
リ
ヤ
」
と
「
一

―
ツ
」「
二
―
ツ
」
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
。
太
平
楽
の
舞
人
が
引
っ
込
ん
だ
後
、「
同　

二
ノ
舞　

久
利
」
と
あ
り
、「
ウ
ン
ド
ー　

ラ
ー

リ
ヤ
」
と
「
一
―
ト
ツ
ズ
」
の
唱
歌
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
の
唱
歌
は
「
納
曽
利
」
の
唱
歌
と
同
じ
で
あ
る
。
途
中
か
ら
「
早
拍
子
」
と

な
り
、
唱
歌
も
「
ト
ー　

ラ
ー
リ
ヤ
」
と
変
わ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
音
楽
的
に
は
以
下
の
六
点
を
指
摘
で
き
る
。

（
一
）「
振
鉾
」
の
唱
歌
は
太
鼓
の
打
音
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
「
フ
チ
カ
ッ
チ
ン
」
と
「
ド
ン
ド
ン
・
・
・
・
」
が
見
え
る
が
、
史
料
の

著
者
は
こ
れ
を
「
歌
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、「
振
鉾
」
は
「
歌
な
し
」
と
記
す
。
他
の
演
目
は
「
歌
」
が
あ
る
。「
振
鉾
」

は
太
鼓
の
み
で
伴
奏
さ
れ
る
。

（
二
）「
歌
」
に
は
、太
鼓
、鞨
鼓
な
ど
の
打
音
と
思
わ
れ
る
唱
歌
（「
ウ
ン
ド
ー
」「
ド
ー
グ
」「
テ
レ
ン
ポ
ン
」
な
ど
）、数
え
る
唱
歌
（「
一

―
ツ
」「
二
―
ツ
」
な
ど
）、
笛
と
思
わ
れ
る
唱
歌
（「
ラ
ー
リ
ヤ
」「
ヒ
ャ
ー　

ロ
コ
」
な
ど
）
が
あ
る
。

（
三
）「
納
曽
利
」
と
「
太
平
楽
」
は
「
歌
」（「
ウ
ン
ド
ー
」「
ラ
ー
リ
ヤ
」
な
ど
）
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伴
奏
音
楽
も
似
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。

（
四
）「
還
城
楽
」
の
基
本
的
な
唱
歌
は
「
ド
ー
グ
」
で
、
足
を
踏
む
時
は
「
テ
ー
テ
ー
テ
テ
テ
ー
」
と
唱
え
る
。

（
五
）「
萬
歳
楽
」
に
は
「
一
―
ツ
」
な
ど
の
数
え
る
唱
歌
の
み
見
え
る
。

（
六
）「
延
喜
楽
」
前
半
は
鞨
鼓
伴
奏
で
唱
歌
は
「
テ
レ
ン　

ポ
ン
ー
」
な
ど
、「
延
喜
楽
」
後
半
は
「
按
鬼
」（
按
摩
）
で
、
笛
の
唱
歌
と

思
わ
れ
る
「
ヒ
ャ
ー　

ロ
コ
」
な
ど
が
見
え
る
。

三
〇
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参
照
文
献

大
井
菅
麿
（
日
記
）N

/A　

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
そ
の
他
の
地
域
資
料
」

　

https://w
w
w.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/library/index.htm

l

芸
能
史
研
究
会
編　

一
九
七
〇
『
日
本
の
古
典
芸
能　

第
二
巻　

雅
楽
』
東
京
、
平
凡
社
。

国
幣
小
社
神
部
神
社
浅
間
神
社
大
歳
御
祖
神
社
々
務
所
編 

一
九
三
七 

『
国
幣
小
社
神
部
浅
間
大
歳
御
祖
神
社
誌
』
静
岡
、
国
幣
小
社
神
部
神
社
浅
間
神
社
大
歳
御

祖
神
社
々
務
所
。

『
皇
室　

O
ur Im

perial Fam
ily

』
編
集
部
編　

二
〇
〇
八
『
宮
内
庁
楽
部　

雅
楽
の
正
統
』
東
京
、
扶
桑
社
。

静
岡
県　

二
〇
二
〇
「
静
岡
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
」
本
編

　

https://w
w
w.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/020/640/taikou.pdf

―
―
―
―　

二
〇
二
三
「
し
ず
お
か
文
化
財
ナ
ビ　

静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
楽
」

　

https://w
w
w.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1002825/1041003/1041886/1004975/1021161.htm

l

静
岡
市
観
光
交
流
文
化
局
文
化
財
課
編　

二
〇
一
七
『
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
』（
国
記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
）
静
岡
、
静
岡
市

教
育
委
員
会
。

静
岡
市
編　

一
九
七
七
『
静
岡
市
史
編
纂
資
料
』
第
一
巻
、
静
岡
、
歴
史
図
書
社
。

―
―
―
―　

二
〇
一
六
『
久
能
山
誌
』
静
岡
、
静
岡
市
。

静
岡
市
歴
史
博
物
館
編　

二
〇
二
三
『
企
画
展　

駿
府
の
華　

静
岡
浅
間
神
社
』
静
岡
、
静
岡
市
歴
史
博
物
館
。

静
岡
浅
間
神
社　

二
〇
〇
五　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
御
由
緒
」。http://w

w
w.shizuokasengen.net/yuisho.htm

l

寺
内
直
子　

二
〇
二
三
「
紅
葉
山
楽
人
東
儀
兼
長
家
文
書
『
家
傳
』
と
『
家
傳
一
覧
記
』」『
国
際
文
化
学
研
究
』
五
九
、一
―
三
三
。　
　
　

―
―
―
―　

二
〇
二
四
「
明
治
期
、
静
岡
県
下
の
雅
楽
の
広
が
り
に
つ
い
て—

—

大
井
菅
麿
の
日
記
を
中
心
に
」『
国
際
文
化
学
研
究
』
六
一
、一
―
四
六
。

東
栄
町　

N
/A　

「
花
祭
り
の
世
界
」http://w

w
w.tow

n.toei.aichi.jp/secure/7302/english.pdf
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中
村
羊
一
郎
編　

二
〇
一
七
『
静
岡
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
と
廿
日
会
祭—

—

駿
府
城
下
町
の
魂
、
こ
こ
に
あ
り
！
』
静
岡
、
静
岡
新
聞
社
。

奈
良
市　

二
〇
二
四
『
奈
良
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
』
奈
良
市
。

　

https://w
w
w.city.nara.lg.jp/uploaded/attachm

ent/177239.pdf

日
本
大
辞
典
刊
行
会
編　

一
九
七
五
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
十
三
巻
、
東
京
、
小
学
館
。

幡
鎌
一
弘
、
安
田
次
郎　

二
〇
一
六
『
祭
礼
で
読
み
解
く
歴
史
と
社
会 

―
― 

春
日
若
宮
お
ん
祭
り
の
９
０
０
年
』
東
京
、
山
川
出
版
社
。

文
化
審
議
会
答
申
（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
等
に
つ
い
て
）
二
〇
二
二
年
一
月
二
十
一
日

　

https://w
w
w.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/pdf/93654701_07.pdf

文
化
庁　

N
/A

「
文
化
財
の
体
系
図
」

　

https://w
w
w.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/gaiyo/pdf/93522401_01.pdf

―
―
―
―　

一
九
九
七　

N
/A

「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
」

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/categorylist?register_id=322

―
―
―
―　

二
〇
二
一
「
無
形
の
文
化
財
の
登
録
制
度
の
創
設
に
向
け
て
」

　

https://w
w
w.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/pdf/92816101_01.pdf

―
―
―
―　

一
九
九
七　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
小
國
神
社
の
舞
楽

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/312/371

―
―
―
―　

一
九
九
七　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
天
宮
神
社
の
十
二
段
舞
楽

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/312/372

―
―
―
―　

一
九
九
七　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
遠
江
の
舞
楽

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/302/81

―
―
―
―　

N
/A

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児

三
二

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』63 号（2025）



　
https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/312/00000916　

文
化
庁
文
化
財
第
一
課　

二
〇
二
〇
「
無
形
文
化
財
及
び
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て
」（
文
化
審
議
会
第
18
期
文
化
政
策
部
会
食
文
化
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
第
２
回
、
資
料
５
）https://w

w
w.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/seisaku/18/w

g02/pdf/92583701_08.pdf

本
田
安
次　

一
九
九
五
『
本
田
安
次
著
作
集　

日
本
の
傳
統
藝
能　

第
六
巻—

—

神
楽
Ⅵ
』
東
京
、
錦
正
社
。

―
―
―
―　

一
九
九
八
『
本
田
安
次
著
作
集　

日
本
の
傳
統
藝
能　

第
十
六
巻—

—

舞
楽
・
延
年
Ⅱ
』
東
京
、
錦
正
社
。

水
原
渭
江　

一
九
七
〇
「
舞
楽
の
あ
る
祭
り—

—

西
日
本
を
中
心
に
」『
日
本
の
古
典
芸
能　

第
二
巻　

雅
楽
』（
芸
能
史
研
究
会
編
）
東
京
、
平
凡
社
、
二
八
七

―
二
九
五
。

三
隅
治
雄　

一
九
七
〇
「
舞
楽
の
あ
る
祭
り—

—

東
日
本
を
中
心
に
」『
日
本
の
古
典
芸
能　

第
二
巻　

雅
楽
』（
芸
能
史
研
究
会
編
）
東
京
、
平
凡
社
、
二
九
七

―
三
〇
六
。

森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
九
六
『
森
町
史　

資
料
編
五—

—

舞
楽
・
民
俗
芸
能
・
民
俗
資
料
』
周
智
郡
、
森
町
。

森
町
観
光
協
会
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
『
遠
州
の
小
京
都
』
二
〇
二
二
。https://w

w
w.youtube.com

/w
atch?v=p4p6r6pH

m
oo

山
科
言
継
『
言
継
卿
記
』
第
三
、
東
京
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
。

注一　

は
っ
き
り
と
伝
播
の
年
代
、
経
緯
を
特
定
で
き
る
資
料
は
無
く
、「
・
・
・
年
頃
に
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
い
う
種
類
の
情
報
は
あ
る
。

二　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
稚
児
」
の
項
、
④
の
意
味
（
日
本
大
辞
典
刊
行
会　

一
九
七
六
、三
四
八
頁
）。

三　

例
え
ば
、
愛
知
県
東
栄
町
の
花
祭
り
（
霜
月
神
楽
）
に
お
け
る
「
花
の
舞
」（
東
栄
町
「
花
祭
り
の
世
界
」）。
奥
三
河
、
信
濃
の
霜
月
神
楽
に
つ
い
て
は
、

本
田　

一
九
九
五
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

四　
〈
式
香
〉
の
み
は
曲
名
が
大
き
く
異
な
る
が
、菩
薩
面
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、中
央
の
舞
楽
の
〈
菩
薩
〉
に
対
応
す
る
。〈
菩
薩
〉
は
宮
内
庁
の
標
準
楽
譜
『
明

治
撰
定
譜
』（
一
八
七
六
、一
八
八
八
）
に
は
撰
定
さ
れ
て
い
な
い
。
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五　

本
稿
で
論
じ
る
静
岡
浅
間
神
社
の
稚
児
舞
楽
は
例
外
的
に
伴
奏
に
雅
楽
器
を
用
い
る
。
そ
の
理
由
は
後
述
す
る
。

六　

近
年
、
雅
楽
の
龍
笛
な
ど
を
導
入
す
る
例
が
増
え
て
い
る
。

七　

本
田
一
九
九
八
、
水
原
一
九
七
〇
、三
隅
一
九
七
〇
な
ど
。

八　

国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
林
家
舞
楽
（
山
形
）、
糸
魚
川
・
能
生
の
舞
楽
（
新
潟
）、
弥
彦
神
社
の
舞
楽
（
新
潟
）、
越
中
の
稚
児
舞
（
富
山
）、

遠
江
森
町
の
舞
楽
、
隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
（
島
根
）
な
ど
が
あ
る
（
大
人
が
舞
う
楽
曲
も
含
む
）。

九　

静
岡
浅
間
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
御
由
緒
」。http://w

w
w.shizuokasengen.net/yuisho.htm

l

一
〇　

地
元
で
は
「
お
せ
ん
げ
ん
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。

一
一　

明
治
維
新
後
、
近
隣
の
臨
済
寺
、
清
水
寺
な
ど
に
移
築
さ
れ
て
い
る
堂
宇
も
あ
る
。

一
二　

大
正
三
年
に
国
書
刊
行
会
に
よ
っ
て
活
字
化
さ
れ
た
も
の
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
。

　

https://dl.ndl.go.jp/pid/945797

一
三　

国
幣
小
社
神
部
神
社
浅
間
神
社
大
歳
御
祖
神
社
々
務
所
編
『
国
幣
小
社
神
部
浅
間
大
歳
御
祖
神
社
誌
』（
一
九
三
七
、八
八
―
八
九
頁
）。
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
個
人
送
信
サ
ー
ビ
ス
）
で
閲
覧
可
能
。

一
四　

後
述
の
通
り
、
旧
紅
葉
山
楽
人
で
、
徳
川
慶
喜
と
と
も
に
静
岡
に
下
っ
た
楽
人
。
近
代
の
静
岡
の
雅
楽
の
基
盤
を
築
い
た
。

一
五　

興
味
深
い
こ
と
に
、
東
儀
音
和
家
の
文
書
の
中
に
、「
雑
譜
」
と
題
さ
れ
た
折
本
の
楽
譜
が
あ
り
、
楽
目
録
に
は
こ
れ
ら
の
曲
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
実
際
に
楽
譜
が
あ
る
の
は
、〈
小
乱
声
（
笛
）〉〈
平
調
音
取
（
笛
）〉〈
萬
歳
楽
（
笙
）〉〈
延
喜
楽
（
笛
）〉〈
安
摩
乱
声
（
笛
）〉〈
陵
王
（
笙
、
壱
越
音

取
付
き
）〉〈
納
曽
利
破
、
急
〉
と
舞
楽
の
最
後
に
演
奏
さ
れ
る
〈
長
慶
子
〉。
稚
児
舞
楽
復
活
に
向
け
て
、
音
和
が
こ
れ
ら
の
楽
曲
の
楽
譜
を
揃
え
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
際
の
復
活
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
は
不
明
。
音
和
は
明
治
二
〇
年
に
死
去
し
た
の
で
、
実
際
に
稚
児
舞
楽
が
復
活
し
た
明
治
二
七

年
に
は
息
子
の
春
太
郎
が
奏
楽
に
参
加
し
て
い
る
。

一
六　
『
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
名
称
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
「
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
一
三
五
頁
）。

一
七　

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
「
そ
の
他
の
地
域
資
料
」
で
公
開
。
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https://w

w
w.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/library/index.htm

l
一
八　
『
報
告
書
』
の
史
料
編
に
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
、
徳
川
慶
喜
撮
影
の
稚
児
舞
楽
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九　

明
治
二
七
年
復
興
時
の
経
費
一
覧
の
中
に
、「
楽
太
鼓
張
替
代
」
と
「
鞨
鼓
台
修
繕
ノ
代
」
が
見
え
る
（『
報
告
書
』
二
六
七
頁
）。

二
〇　

雅
楽
器
を
用
い
た
伴
奏
が
幕
末
ま
で
ど
の
程
度
保
持
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
。『
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
史
料
「
浅
間
・
惣
社
領
配
分
高
付
之
事
」

（
二
八
一
〜
二
八
二
頁
）
は
年
代
不
明
の
史
料
な
が
ら
、「
元
建
穂
寺
」「
元
久
能
寺
」
な
ど
「
元
」
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新
後
に
、
江
戸
時

代
ま
で
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
の
「
元
建
穂
寺
廿
一
ケ
坊
之
内
」
の
中
の
「
元
圓
道
院
」
に
は
、「
楽
行
事
」「
太
皷
領
」

「
鐘
役
領
」「
笙
役
領
」「
鞨
穀
領
」「
面
笛
領
」「
二
笛
領
」「
三
笛
領
」
が
見
え
、
建
穂
寺
で
は
、
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
か
つ
て
は
雅
楽
器
の
演
奏
者
が
確
保

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
に
成
っ
た
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
巻
五
「
建
穂
寺
」
の
項
目
で
は
、
人
が
住
む
坊
は
大
正
院
、

圓
道
院
、
学
頭
の
み
で
、
舞
楽
伴
奏
は
横
笛
、
篳
篥
、
太
鼓
の
み
、
稚
児
も
寺
に
お
ら
ず
、
近
隣
か
ら
童
子
を
雇
っ
て
十
四
、五
日
練
習
す
る
だ
け
、
と
あ
る

（
一
九
七
七
『
静
岡
市
史
編
纂
資
料
』
第
一
巻
、
一
七
八
頁
の
引
用
）。

二
一　

静
岡
県
の
「
し
ず
お
か
文
化
財
ナ
ビ
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
十
一
分
弱
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

https://w
w
w.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1002825/1041003/1041886/1004975/1021161.htm

l

二
二　

牧
田
明
子
氏
、
日
下
部
元
樹
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
二
三
年
十
二
月
）、
稚
児
舞
楽
練
習
見
学
、
福
島
麗
司
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
二
四

年
三
月
）、
稚
児
舞
楽
本
番
見
学
（
二
〇
二
四
年
四
月
五
日
）、
牧
田
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
二
四
年
九
月
）。

二
三　

後
述
す
る
『
報
告
書
』
掲
載
の
〈
振
鉾
〉
の
龍
笛
譜
（
一
九
六
頁
）
は
雅
楽
の
〈
小
乱
声
〉
で
あ
る
が
、〈
小
乱
声
〉
と
〈
新
楽
乱
声
〉
は
、
冒
頭
一
、二

行
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
浅
間
神
社
の
〈
振
鉾
〉
は
〈
新
楽
乱
声
〉
の
伴
奏
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

二
四　

複
数
の
奏
者
が
非
拍
節
の
同
じ
旋
律
を
輪
唱
の
よ
う
に
追
い
か
け
て
吹
く
演
奏
法
。

二
五　

宮
内
庁
楽
部
の
舞
楽
に
つ
い
て
は
、
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
の
古
典
芸
能　

第
二
巻　

雅
楽
』、
お
よ
び
『
皇
室　

O
ur Im

perial Fam
ily

』
編
集
部

編
『
宮
内
庁
楽
部　

雅
楽
の
正
統
』
を
参
照
。

二
六　

高
麗
壱
越
調
（
主
音=

E
の
近
似
音
）
の
旋
律
を
、
唐
楽
平
調
（
主
音=

E
の
近
似
音
）
の
譜
に
置
き
換
え
て
演
奏
す
る
。
高
麗
笛
の
方
が
細
く
て
短

三
五
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い
た
め
、
同
じ
指
孔
で
長
二
度
高
い
音
が
出
る
。
高
麗
壱
越
調
の
旋
律
を
龍
笛
で
吹
く
場
合
、
高
麗
笛
の
そ
れ
よ
り
一
つ
高
い
位
置
の
指
孔
を
使
用
す
る
。

二
七　

旋
律
や
リ
ズ
ム
を
覚
え
る
た
め
の
歌
。
日
本
音
楽
全
般
で
よ
く
用
い
ら
れ
、
ジ
ャ
ン
ル
や
楽
器
ご
と
に
異
な
る
。
海
外
の
民
族
音
楽
で
も
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
る
。
英
語
で
はm

nem
onic sounds, m

nem
onic song

と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

二
八　

実
際
に
は
一
拍
ご
と
に
鉦
鼓
が
入
る
が
、
こ
の
譜
で
は
省
略
し
て
い
る
。

二
九　

片
方
を
「
じ
じ
」
と
し
、
他
方
を
「
ば
ば
」
と
す
る
。〈
二
ノ
舞
〉
は
別
名
「
ズ
ジ
ャ
ン
コ
舞
」
と
も
言
う
。

三
〇　

複
数
の
奏
者
が
拍
節
の
あ
る
同
じ
旋
律
を
輪
唱
の
よ
う
に
追
い
か
け
て
吹
く
演
奏
法
。

三
一　

例
え
ば
、
同
じ
県
内
の
小
國
神
社
の
舞
楽
で
は
龍
笛
、
大
太
鼓
（
や
や
胴
が
長
い
鋲
打
太
鼓
）、
鉦
鼓
（
雅
楽
の
鉦
鼓
状
の
カ
ネ
を
水
平
に
伏
せ
て
置
き
、

打
つ
）
の
三
種
を
用
い
、
雅
楽
と
は
異
な
る
旋
律
と
リ
ズ
ム
で
伴
奏
す
る
。
詳
し
く
は
『
森
町
史　

資
料
編
五
』
の
「
小
國
神
社
の
舞
楽
譜
」（
五
線
譜
）（
森

町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
六
、四
四
一
―
四
五
九
）
な
ど
参
照
の
こ
と
。
森
町
観
光
協
会
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
『
遠
州
の
小
京
都
』
の
動
画
で
も
舞
と
音

楽
を
確
認
で
き
る
。https://w

w
w.youtube.com

/w
atch?v=p4p6r6pH

m
oo　

三
二　

東
儀
弘
長
の
家
系
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
拙
稿
参
照
の
こ
と
（
寺
内　

二
〇
二
三
）。

三
三　
『
報
告
書
』
で
「
襲
＊
」
と
す
る
部
分
は
、
舞
楽
装
束
で
袍
の
下
に
着
用
す
る
「
下
襲
（
し
た
が
さ
ね
）」
の
こ
と
か
。

三
四　

明
治
時
代
の
写
真
で
、
菊
花
模
様
の
装
束
を
着
用
し
て
い
る
白
黒
写
真
が
あ
る
（
中
村　

二
〇
一
七
、五
四
頁
、『
報
告
書
』
三
三
七
―
三
三
九
頁
）。
稚

児
の
う
ち
三
人
は
濃
い
色
、
一
人
は
薄
い
色
の
、
縁
に
ふ
さ
の
付
い
た
裲
襠
の
よ
う
な
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
る
が
、
襟
の
部
分
が
Ｖ
字
に
切
り
込
ん
で
あ
り
、

舞
楽
の
裲
襠
の
丸
い
襟
ぐ
り
と
異
な
っ
て
い
る
。

三
五　
『
報
告
書
』
で
は
、『
駿
河
志
料
』
二
（
一
八
六
一　

新
宮
高
平
撰
）
の
記
事
か
ら
、
青
色
と
す
る
（
一
七
四
頁
）。

三
六　

山
口
泰
昌
、
本
名
孝
至
、
森
明
彦
、
松
本
浩
典
、
廣
幡
行
伸
、
宇
佐
美
洋
二
、
福
島
麗
司
の
各
氏
（『
報
告
書
』
一
四
九
―
一
五
〇
頁
）。
二
〇
二
四
年
現
在
、

福
島
氏
の
指
導
。

三
七　

在
京
天
王
寺
方
（
安
倍
姓
東
儀
家
）
の
末
裔
。

三
八　

八
方
払
は
稚
児
一
人
が
右
手
に
太
刀
、
左
手
に
鉾
を
持
ち
、
八
方
を
払
う
所
作
で
あ
る
。

三
六
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三
九　

例
え
ば
、
延
年
系
の
舞
踊
な
ど
。

四
〇　

片
方
の
足
に
体
重
を
乗
せ
て
、
反
対
の
足
を
浮
か
せ
、
浮
か
せ
た
足
の
裏
全
体
を
摺
る
よ
う
に
軽
く
床
に
つ
け
る
所
作
。

四
一　

例
え
ば
、
隣
接
す
る
三
河
・
信
濃
・
遠
江
の
山
沿
い
の
地
域
の
霜
月
祭
り
、
湯
立
神
楽
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

四
二　

文
化
庁
「
文
化
財
の
体
系
図
」

　

https://w
w
w.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/gaiyo/pdf/93522401_01.pdf

　

な
お
、「
登
録
無
形
文
化
財
」
と
「
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
」
は
、有
形
文
化
財
の
登
録
制
度
に
倣
っ
て
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
四
件
し
か
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

文
化
庁
「
無
形
の
文
化
財
の
登
録
制
度
の
創
設
に
向
け
て
」

　

https://w
w
w.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/pdf/92816101_01.pdf

　

文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
」

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/categorylist?register_id=322

四
三　
「
静
岡
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
」
本
編
、
一
八
頁
。

　

https://w
w
w.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/020/640/taikou.pdf

四
四　

文
化
庁　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
小
國
神
社
の
舞
楽

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/312/371

四
五　

文
化
庁　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
天
宮
神
社
の
十
二
段
舞
楽

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/312/372

四
六　

文
化
庁　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
遠
江
の
舞
楽

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/302/81　

四
七　

風
流
（
ふ
り
ゅ
う
）
と
は
、
祭
や
芸
能
な
ど
で
作
り
物
や
人
を
華
や
か
に
奇
抜
に
飾
り
立
て
、
練
り
歩
い
た
り
踊
っ
た
り
す
る
こ
と
。
山
、
鉾
、
神
輿
、

三
七
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地
車
、
山
車
や
、
揃
い
の
装
束
で
踊
る
盆
踊
り
な
ど
が
好
例
。

四
八　

奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
奇
術
、
踊
り
、
寸
劇
を
含
む
芸
能
。

四
九　

文
化
庁
文
化
財
第
一
課
「
無
形
文
化
財
及
び
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て
」（
文
化
審
議
会
第
18
期
文
化
政
策
部
会
食
文
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
第
２
回
、
資
料
５
）

　

https://w
w
w.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/seisaku/18/w

g02/pdf/92583701_08.pdf

五
〇　

文
化
庁　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞

　

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/312/00000916

　

ち
な
み
に
、
本
稿
で
引
用
す
る
『
報
告
書
』
も
、
こ
の
記
録
作
成
の
措
置
に
よ
っ
て
二
〇
一
四
〜
一
六
年
の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
の
報
告
書
で

あ
る
。

五
一　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
一
日　

文
化
審
議
会
答
申
（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
等
に
つ
い
て
）

　

https://w
w
w.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/pdf/93654701_07.pdf

　

静
岡
県
「
し
ず
お
か
文
化
財
ナ
ビ
」
に
よ
る
と
、
正
式
に
国
指
定
と
な
っ
た
の
は
、
同
年
三
月
二
三
日
。

　

https://w
w
w.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1002825/1041003/1041886/1004975/1021161.htm

l

五
二　

例
え
ば
、
奈
良
の
春
日
若
宮
お
ん
祭
で
は
明
治
初
期
に
祭
の
規
模
が
大
き
く
縮
小
さ
れ
、
多
く
の
手
順
が
省
略
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
戦
後
、
順
次
、
江

戸
時
代
以
前
の
古
儀
を
復
活
し
、
そ
の
都
度
祭
の
注
目
点
と
し
て
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
南
大
門
交
名
の
儀
（
な
ん
だ
い
も
ん
き
ょ
う
み
ょ
う

の
ぎ
）、
流
鏑
馬
、
巫
女
に
よ
る
湯
立
な
ど
は
、
お
ん
祭
創
始
八
五
〇
年
の
記
念
の
年
（
一
九
八
五
）
に
復
興
さ
れ
た
。（
奈
良
市　

二
〇
二
四
：
五
五
、
幡
鎌
、

安
田
、
二
〇
一
六
）。

五
三　

現
在
の
宮
内
庁
の
左
舞
の
舞
楽
〈
振
鉾
〉
な
ど
で
、
太
鼓
が
二
、三
秒
の
間
隔
で
見
計
ら
い
で
打
た
れ
る
時
に
「
ド
ー
オ
」
と
唱
え
な
が
ら
舞
の
稽
古
を

す
る
こ
と
が
あ
る
。
右
舞
で
は
三
鼓
の
唱
歌
を
「
テ
ン
テ
ー
ン
」
と
唱
え
、
太
鼓
は
「
ド
ー
」
で
あ
る
。

五
四　

雅
楽
の
龍
笛
、高
麗
笛
の
「
ラ
ー
リ
ヤ
」「
タ
ル
ラ
」「
ヒ
ャ
ー
リ
ホ
ラ
」
な
ど
や
、能
の
笛
（
能
管
）
の
「
ヲ
ヒ
ャ
ー
ラ
ー
イ
」「
ホ
ウ
ホ
ウ
ヒ
ー
」
な
ど
、

三
八
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日
本
の
横
笛
で
は
唱
歌
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

五
五　
「
按
鬼
」
の
「
鬼
」
は
、「
魔
」
の
文
字
の
上
部
を
省
略
し
た
形
と
考
え
ら
れ
る
。「
魔
」
は
「
摩
」
の
当
て
字
。

五
六　
「
笏
」
は
舞
楽
で
は
、
貴
族
が
持
つ
細
長
い
板
状
の
笏
を
指
す
。〈
安
摩
〉
な
ど
で
用
い
る
。
稚
児
舞
楽
で
は
「
笏
」
の
字
を
、
太
鼓
を
打
つ
バ
チ
、
も
し

く
は
〈
納
曽
利
〉
な
ど
の
舞
人
が
持
つ
バ
チ
に
も
当
て
る
こ
と
が
あ
る
。

五
七　
「
丸
笏
」
は
先
端
に
球
状
の
も
の
が
つ
い
て
い
る
バ
チ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

三
九
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Between ‘folk’ and ‘imperial’: chigo-bugaku  at Shizuoka-sengen-jinja shrine
Naoko TERAUCHI

 
This paper examines how dance and accompanying music of chigo-bugaku , the 

folk dance repertoire performed by chigo  or ‘children of festivity,’ have changed by 
contacting the imperial bugaku  tradition after the late 19th century. The bugaku is the 
dance repertoire of the imperial court music gagaku  and can date back to the eighth 
century. It however spread into local provinces in the medieval and pre-modern 
times and became folk tradition. The folk bugaku  dance especially performed 
by chigo  boys as an offering to Buddha or deities in local festivals of shrines or 
temples is called chigo-bugaku . Currently the chigo-bugaku  traditions can be found 
in Yamagata, Niigata, Toyama, Shimane, and Shizuoka prefectures. However, their 
appearances are different from each other because they transformed in different 
ways in the process of being passed down over hundreds of years in each region. As 
a result, they maintain similarities with the court bugaku only in titles of music and 
dance costumes today. 
Among the chigo-bugaku  traditions, the example of Shizuoka-sengen-jinja (SSJ) 

deserves special attention. They had lost the connection with the court musicians 
for hundreds of years but regained it when five former gagaku  musicians migrated 
into Shizuoka at the beginning of the Meiji period (around 1869). The contact with 
professional gagaku musicians encouraged local people to ‘correct’ the style of chigo-
bugaku  to the imperial one. This paper has clarified that today’s chigo-bugaku of SSJ, 
if compared with other chigo-bugaku  traditions in the vicinity, has become much 
closer to the authentic imperial style in terms of music and dance and has removed 
some folk religious elements from dance gestures. The paper has also revealed a 
gap between local people and outside folklorists in the recognition of the art, which 
became apparent in the process of designating it as a cultural property; the former 
claims the closeness to the imperial court tradition and the latter places more value 
on the local unique features. 

Keywords  : chigo-bugaku , gagaku , imperial, folk, Shizuoka, cultural property

四
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